
3. 中世

(1) 掘立柱建物跡

第11号掘立柱建物跡（第55図）

N-25グリッドで検出された。第82号溝を掘り上げ

たところ、その底面から検出された。柱穴2基が確認

された。建物の北東部分にあたると考えられる。柱間

は約2mである。 P2は1.05X0.76mの隅丸長方形を

第55図 第11号揺立柱建物跡

呈し、深さは検出面から1.25mである。Plからは材

カ積位置で出土した。割れてかなり残りが悪いか礎板

あるいは根絡みのような物が考えられる。平成元年度

の調査で確認された掘立柱建物跡と、柱間や柱穴規模

力沐函めて類似している。
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1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

しまり弱、ローム粒少量、酸化鉄

しまり弱、シルトプロック多量、酸化鉄

しまり弱、酸化鉄

しまり弱、酸化鉄

2m 
1;60 

(2) 井戸跡

第15号井戸跡（第56図）

K-24グリッドで検出された。調査区の排水溝にか

かったため西側は変形して見えるが、円形を呈する。

素掘りの井戸で、検出面下40cmまでは直径を減じてい

くが、それ以下は円筒状となる。検出面での直径は約

1.lmと推定される。下部の直径は80cmである。深さは、

約lm強ほど掘った所で地下水のためそれ以上の調査

はできなくなったが、ピンポールを差し込んだところ、

さらに lm以上の深さがあるようであった。覆土はし

まりの弱い黒褐色土であった。

遺物は、覆土上層から常滑焼の甕の小破片が1片出

土した。

第16号井戸跡（第56図）

J-24グリッドで検出された。第55号溝と重複し、

これより古い。平面形は楕円形を呈する。第15号井戸

跡と同じく、直径を減じた後円筒状となる。検出面で

の大きさは1.3X0.95mである。下部の大きさは、1.

05X0.7mである。深さは、検出面から1.3mほど掘っ

た所で地下水のため調査を断念した。覆土は、 4層ま

でi節忍できた。 1 • 2層はしまりの弱い黒褐色土で植

物質、鉄分を多く含み、 3層はしまりの弱い暗褐色土

である。 4層は粘質土と黒色腐植質土の混じったもの

である。

遺物は出土しなかった。

第19号井戸跡（第48図）

M-25グリ ッドで検出された。円形を呈する。直径
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は75cm、深さは1.25mである。調査時には井戸とした

が、土壊或いは柱穴とも考えられる。第8号周溝の内

側で検出されたことから、同周溝に関連するものとも

考えられたが、位置的には第11号掘立柱建物跡の延長

上にあり、それとの関係も想定する必要があろう。

遺物は、甕の口縁部破片が出土した。

第56図井戸跡

SE15 SE16 

~L=l2.000 A-

l 黙褐色土 しまり弱、酸化鉄少

2 黙褐色土 しまり弱、 1層とハードローム混合士

A 

SE19 

S055 

A
 

LL=ll.900 
A‘ 

1 黒褐色土 しまりなし、酸化鉄多、植物根、植物痕跡多

2 黒褐色土 しまりなし、酸化鉄・ローム粒少

3 暗褐色士 しまりなし、ロームプロック

4 暗褐色士 しまりやや有、粘質士と腐棟黒色土

＼ー ロ

"--L=12.000 _.!,' 

1 暗褐色土 しまり弱、粘性なし、ローム粒・酸化鉄少

2 黒褐色土 しまり弱、粘性なし、酸化鉄多

3 黒褐色土 しまり弱、粘性やや有、ハードロームプロック

4 暗褐色士 しまり弱、粘性なし、ロームプロック多

2m 
1 ~ 60 

(3) 溝跡

溝跡は67条検出された。覆土の状態から大部分は中

世のものと考えられる。溝の方向は、 N-18°~19°-E

（南北方向と記述する）とN-70°~72°-W（東西方向

と記述する）に企画性を窺わせるものが大半であるが、

東西方向のものにはそれより少し南に振れるものがあ

る。また、これらとは別に南西から北東方向に伸びる

ものなどがある。なお、遺構の各数値については表に

まとめ本文中には記載しなかった。

第46号溝跡（第58• 59図）

J-23グリッドからG-30グリッドにかけて検出

された。第49• 53 • 56 • 67 • 115号溝、第32• 36 • 37 • 

38 • 50号士壊、第18号井戸跡、第3号住居跡等と重複

している。第18号井戸跡より古く、他の上壊、第3号

住居跡、第67号溝より新しい。土層断面の観察から、

第53号溝とは同時期と思われる。他の遺構については、

新旧関係はつかめなかった。北側では何本かの溝力井支

状に分岐している。覆土は灰白色枯質土が主体である。

遺物は、土師器片、埴輪片、縄文土器片等が出土し

たが、溝に伴うと考えられるのは13世紀後半の、龍泉

窯系の連弁文の碗底部1点のみである。他には獣骨が

出土した。大きなものは肩甲骨などがあるが大部分は

小片で脆弱であり、取り上げられなかったものが多い。

また、桃の種が約2併固ほど出土している。これらの分

布は I-25グリッドの第47号溝との間にかけてが多

かった（第57図）。出土状況は纏まっておらず、ばらば

らに散布していた。これらの遺物が出土した範囲は、

白色粘質土と青灰色シルト質土が縞状に堆積してお

り、第47号溝との間がかなり低くなり水の影響を強く

受ける環境であったことを窺わせた。

第47号溝跡（第58• 59図）

I-22グリッドからG-28グリッドにかけて検出

された。第56• 63 • 64 • 66号溝、第170号土壊と重複し

ている。第170号上壊より新しい。他の溝とは同時期か

それより新しいと思われる。第46号溝と平行している。
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第57図 溝跡獣骨出土分布図
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土層は、上層に灰白色粘質土を含み、下層は暗褐色土

及び黒褐色土の堆積が顕著であった。第46号溝より暗

褐色土と黒褐色土の堆積が多いことから、若干の時期

差があることも考えられる。なお、第46号溝と本溝は

北側で消失しているが、これは遺構確認面が下がって

いるためで、実際にはさらに北に伸び調査区外へと続

いている。基本土層での遺構の掘り込み面の観察を

怠ったため両者の新旧関係については不明であるが、

道路部分における溝の土層から推定すると掘り込み面

は基本士層のIV層より上と思われ、その場合の溝幅は

4mほどと考えられる。そのように考えると、両者が

同時存在したとすれば溝の上端を接していたか、重複

していた状態となる。おそらく新旧関係があるものと

考えられる。

遺物は、土師器片、埴輪片、縄文土器片等が少量出

土しているが、溝に伴うと考えられるのは13世紀中頃

の、常滑の甕の口縁部片、 胴部破片などである。

第48号溝跡（第58図）

G-23グリッドからH-23グリッドにかけて検出

された。第50• 51号溝より新しい。第52号溝との新旧

は不明である。

遺物は、13世紀代の常滑産の甕の胴部片が出土した。

第49号溝跡（第58図）

1-26グリッドから J-27グリッドにかけて検出

された。第46• 60 • 103 • 116 • 117号溝と重複してい

る。第60• 103 • 116 • 117号溝より新しく 、第46号溝

より古い。第46号溝より東側は、第54号溝と第47号溝

の間に続きと思われる部分力屯泣iされているが、第46

号溝と第47号溝の間の確認面が下がってしまってい

るために明らかでない。覆土は、上層にわずかに青灰

色粘質上ブロックを含むものであった。

遺物は、土師器細片が1片出土したのみであった。

第50号溝跡（第58• 59図）

H-22グリッドからH-26グリッドにかけて検出
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された。北東方向に伸びる溝で、北側は第63号溝の手

前で西側に曲がる。第48・51・69・70号溝、第106• 107 

号土壊と重複している。第51• 70号溝、第106• 107号

士壊より新しい。第69号溝については、士層断面にお

いては、本溝のはう力帝斤しいと判断されたが、その接

続部分にピット状の落ち込みと、わずかながら堰状の

高まりが見られ、分水のための施設があったのではな

いかと思われる。

遺物は、土師器細片5点と13世紀前半の同安窯系画

花文青磁皿片1点が出土した。

第51号溝跡（第58• 59図）

H-25グリッドからG-25グリッドにかけて検出

された。第48• 50 • 70 • 79号溝と重複している。第79

号溝の北側は残存が悪く切れているが、検出時には底

面の痕跡が伸びていた。第79号溝西端北側の低い部分

ヵ覗くものかもしれない。第48・50・ 70号溝より古い。

第79号溝とは同時期と考えられる。

遺物は、土師器小片、埴輪片がそれぞれ2片出士し

たが、本遺構に伴うものではない。

第52号溝跡（第58図）

H-22グリッドからG-24グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝で、南側は調査区外に続く。北

側は第79号溝と重複している。他に第48• 78号溝と重

複している。新旧関係は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第53号溝跡（第58図）

I-25グリッドからK-25グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。西側は調査区外に続く。

第46• 60 • 61・103• 115号溝、第1号竪穴状遺構と重

複する。第115号溝より古く、第60・61号溝、第1号竪

穴状遺構より新しい。第46号溝とは断面観察の結果新

旧関係はないと判断されたが、溝の形状は肩部に段を

持つことなど共通点もあるが、底面が広く非常に平坦

であるなどの相違も見られる。

遺物は土師器片、埴輪片とともに13世紀代の常滑産

の甕、壺底部が出土した。

第54号溝跡（第58• 59図）

J-23グリッドからH-27グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝で、第46• 47号溝の間を両溝に

平行している。 I-25グリッド付近は途切れている。

南側は調査区外に続き、北側は消失している。第50号

土壊と重複し、これより新しい。直接の重複はないが、

覆土から第46• 47号溝より古いと考えられる。

遺物は覆土中から縄文土器片、土師器片、埴輪片が

少量出土した。

第55号溝跡（第58図）

J-23グリッドからK-25グリッドにかけて検出

された。 K-25グリッドから東に伸び、J-25グリッ

ド杭付近でほは直角に南に曲がる。溝の両端とも調査

区外に続く。屈曲部を除く東西方向の部分では両側に

段を持つ。南北部分では東側に段を持ち、小ピットが

列状に検出された。第16号井戸跡、第60• 61 • 62 • 67 

号溝、第3号住居跡と重複し、いずれの遺構よりも新

しい覆土の状態から第46号溝より古いと考えられる。

遺物は、土師器片とともに13世紀代の常滑産の甕片

が出土した。

第56号溝跡（第59図）

H-29グリッドからE-27グリッドにかけて検出

された。東西方向に直線的に伸びる溝である。東側は

確認面が低いために途切れている。調査区中央の攪乱

を挟んで伸びる第106号溝と同じものと考えられる。

西側は調査区外に続く。北側に第112号溝が乎行して

いるが、さらに確認面が低いために消失している。第

46 • 47号溝、第56• 67号土壊と重複している。土壊よ

り新しい。溝との新旧は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第57号溝跡（第59図）

H-29グリッドで検出された。東西方向の溝である。

西側は調査区外に続く。東は第56号土壊と重複し、こ

れより新しい。第58号溝と鋭角に接続するが、重複関

係は認められなかった。

遺物は、出土しなかった。
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第58号溝跡（第59図）

H-29グリッドで検出された。北西から南東方向に

伸びる溝である。北西側は調査区外に続く。第40• 53 

号土壊と重複し、前者より古く、後者より新しい。

遺物は、出土しなかった。

第59号溝跡（第59図）

H-29・ 30グリッドで検出された。東西方向の溝と

思われる。西側は調査区外に続く 。第39号士壊と重複

し、これより新しい。検出されたのはわずかのため詳

細不明である。

遺物は、出土しなかった。

第60号溝跡（第58• 59区）

J-23グリッドから I-27グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝である。南側は調査区外に続く。

北側は I-27グリッドで途切れるが、その先の第77号

溝に続くものかもしれない。第49• 53 • 55 • 62 • 104 • 

115号溝、第73• 7 4 • 76 • 77 • 176号土壊、第2号竪穴

状遺構と重複している。第62号溝を除く各溝より古く、

各土壊及び第2号竪穴状遺構より新しい。第62号溝と

の新旧は不明である。

遺物は、第2号竪穴状遺構付近で土師器片が出土し

ているが、本遺構に伴うものと考えられるものは、 12

世紀後半から13世紀前半頃の常滑産の甕破片が出土

した。

第61号溝跡（第58図）

J-23グリッドからJ-25グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝である。南側は調査区外に続く。

北側は第53号溝の北側力惰出iされず、第60号溝に合流

するようにも見えたが、その先の第117号溝に続く可

能性もある。第53• 55 • 62 • 115号溝、第2号竪穴状遺

構と重複している。第53・55・ 115号溝より古く、第2

号竪穴状遺構より新しい。第62号溝との新旧は不明で

ある。

遺物は、第60号溝と同じく第2号竪穴状遺構付近で

土師器片が出土したが、本遺構に伴うものではないと

考えられる。

第62号溝跡（第58図）

k-25グリッドからJ-25グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。西側は調査区外に続く。

東側は第55号溝にぶつかるがその部分での新旧関係

はつかめなかった。第55• 60 • 61号溝、第7号周溝と

重複している。第7号周溝より新しい。他の溝との新

旧は不明である。

遺物は、土師器甕の胴部破片が1点出土した。

第63号溝跡（第59図）

E-25グリッドからH-26グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。西側は、 第47号溝にぶ

つかって止まっている。東側は、検出面が下がるため

に途中で消失しているが、本米はさらに東に続いてい

る。第47 • 64 • 65 • 71 • 7 4号溝、第83• 86号土壊と重

複している。各士壊より新しいが、溝との新旧は不明

である。

遺物は、縄文土器片と土師器片が出土したが本遺構

に伴うものとは考えられない。

第64号溝跡（第59図）

G-27グリッドからH-26グリッドにかけて検出

された。北側は調査区内で消失する。ほぼ南に伸び、

第81号土壊を境として南西方向に向きを変え、南端は

第47号溝にぶつかっている。第47・63・65号溝、第80・

81号土壊と重複するが、新旧関係は不明である。第47

号溝とは同時期の可能性が強い。

遺物は、出土しなかった。

第65号溝跡（第58• 59図）

H-26グリッドで検出された。やや南西寄りに伸び

る溝である。北側は第63号溝にぶつかっている。南側

はH-25グリッドを中心とする窪みの所で消失して

いる。第63・64号溝と重複するが、新旧は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第66号溝跡（第59図）

H-26グリッドからH-28グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝である。北側は第47号溝にぶつ

かっている。南側は第63号溝の北側で消失している。

第46号土壊と重複するが、新旧は不明である。
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第58図溝跡平面図(I)
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第59図溝跡平面図(2)
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第60図 溝跡平面図（3)
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第61図溝跡平面図(4)
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第62図溝跡断面図(I)

A_ L• IZ.000 A' 

SD104 

8 B 
•一 L=l!.800 ―

SD48 
SD49 

｀
 

E —L;l l.800 
SD50 SD51. 

庄＿L=lZ.000
S055 

一旦‘’

E
-

言言
F — L=ll. 700 F

-

k— L=12卯O SD60 SD61 __!5" 

言
N — L=l l. 800 

SE16 ~ 

SD75 
N' 

a 
• 一 L= l l.700 

2 S079 S078 

冒
!— L=l2.000 _I. 

冒

q_ L• l l. 800 _s, 
SD51 SDSO 

冒 ー／／一

G 
•一 L=l 2 . 000

D
-
〗
冒

S053 5D115 
G' 

゜•一 L=l l. 800

Q’ 

,L__ L• l2 .000 

｀ 
ー：

SD61 

L 
・"'---L=l l. 800 

S051 

_1' 

SD50 SD68 
地ー L•l l. 600 ___1;1: 

SD68 

冒

゜
ユ．9

S076 

A — L=lZ .000 

SDI14 SD103 

A 

p —L=l l. 700 

SD 

s —L=l2. 000 
S0116 S0117 

s-
SD60 

T ·— L=l 2.000 S053 3 SD115 SD55 
T‘ 

SD62 -.  
り— L=12.000 _JJ: 

冒
V 
• 一 L=l 2 .100 ユ

S054 2 
S046 SD55 

SD47 

.屯- L=ll.900 w: 
S053 

冒
SD46 

2m 
1 : 60 

- 71 -



第63図溝跡断面図(2)
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醸化鉄含
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青色粘土粒子

1層に類似、青色粘土プロック
ローム拉子

ハードロームプロック

醗化鉄斑、植物桟多量、黒色土・瑾褐色土・

青色粘質土斑状含む

酸化鉄斑、植物根多量、青色粘土プロック多量
砂層

砂少量、 111化鉄、檀物桟
炭化粒子少量、酸化鉄、植物根
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5層を基本とし陪褐色土多量
醸化鉄

8層にハードローム多量混入
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ローム多量

験化鉄、ローム粒子少量
酸化鉄、 1層の黒褐色士少量斑状混入

醸化鉄、ロームプロック
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2層に 1層の黒色土プロック混入
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炭化物微量
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ローム粒子微量
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ローム粒子微量
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ローム粒子微量
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ローム粒干多量、炭化物微量
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炭化粒・ローム粒子・ロームプロック微量、
鰻化鉄少量

醸化鉄少量

粘賓土
醸化鉄少量．ローム粒子徴量
醸化鉄・黒色土粒子少量．ローム粒子微量
ローム大プロック・黒色土大プロック多量

均質士
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醸（ヒ鉄少量、ローム粒子多量
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第64図溝跡出土遺物(I)
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第65図溝跡出土遺物(2)
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第16表溝跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 備 考

1 器台 EHJ II 鈍い赤褐 15 SD46 

2 高杯 BHJ I 褐灰 20 SD46 

3 甕 (18.0) BHJ II 褐灰 20 SD46 

4 青磁椀 (5.4) HJ I 灰オリープ 20 SD46龍泉窯系

5 磨石 長さ5.50cm幅4.80cm厚さ3.55cm重さ26.70 g 100 SD46角閃石安山岩

6 円筒埴輪 AHJ III 鈍い赤褐 破片 SD46 

7 甕 (48.2) HJ I 灰 10 SD47 

8 甕 EHJ I 鈍い褐 破片 SD47 ， 円筒埴輪 ADHJ III 鈍い赤褐 破片 SD47 

10 円筒埴輪 EHJ II 鈍い橙 破片 SD47 

11 磨石 長さ8.20cm幅500cm厚さ2.75cm重さ41.02g 100 SD47角閃石安山岩

12 磨石 長さ5.25cm幅3.50cm厚さ2.95cm重さ18.75 g 100 SD47角閃石安山岩

13 磨石 長さ(4.lO)cm幅410cm厚さ3.15cm重さ13.97 g 60 SD47角閃石安山岩

14 磨石 長さ3.40cm幅250cm厚さ1.80cm重さ3.73 g 100 SD47角閃石安山岩

15 磨石 長さ (2.70)cm幅(8.05)cm厚さ (280) cm重さ64.35 g 30 SD47砂岩

16 甕 HJ 

17 青磁皿

18 円筒埴輪 HJ 

19 高杯 HJ 

20 壺 (7 0) HJ 

21 甕 BHJ 

22 形象植輪 ABHJ 

23 壺 (12 6) BHIJ 

24 形象埴輪 AHJ 

25 円筒埴輪 AHJ 

26 顎 HJ 

27 高杯 BHJ 

28 小形壺 2 8 BHJ 

29 壺 (13.0) HJ 

30 甕 (7 0) HJ 

31 甕 HJ 

32 土玉 直径1.90cm孔径0.40cm HJ 

33 高杯 (20.0) HJ 

34 高杯 (14 0) BHJ 

35 甕 (6 0) HJ 

36 甕 (17.0) HJ 

37 高杯 BHJ 

38 嵩杯 HJ 

39 甕 HJ 

40 青磁皿 (3 4) 

41 こね鉢 (26.0) HJ 

42 こね鉢 (28.0) HJ 

43 円筒埴輪 ABHJ 

44 こね鉢 (30.0) BHJ 

45 甕 HJ 

46 高杯 HJ 

47 壺 3.8 EHJ 

48 壺 7.2 HJ 

遺物は、出土しなかった。

第67号溝跡（第58図）

J-23グリッド検出された。東西方向の溝であるが、

検出された長さは短い。西側はわずかに南西方向に曲

がる。西側は消失する。東側は第46号溝で切れ、その

I 灰 破片 SD48常滑

I 緑灰 破片 SD50同安窯系

III 明赤褐 破片 SD51 

II 鈍い橙 60 SD53 

I 鈍い褐 20 SD53常滑 内面に釉付着

II 灰 破片 SD53常滑

II 鈍い黄橙 破片 SD53人物埴輪？

II 鈍い橙 10 SD54 

II 明赤褐 破片 SD54 

II 明赤褐 破片 SD54 

II 灰 破片 SD55常滑砥石に転用

II 鈍い橙 60 SD60脚柱部に穿孔の痕跡

III 橙 80 SD60 

II 鈍い橙 10 SD60 

II 褐灰 10 SD60 

I 灰オリーブ 破片 SD60常滑

II 鈍い賀橙 100 SD60重さ5.87g 

II 鈍い赤褐 10 SD61 

II 鈍い褐 10 SD61 

II 鈍い橙 45 SD61 

II 褐灰 10 SD61 

III 鈍い赤褐 40 SD63 

II 鈍い橙 30 SD76 

I 灰 破片 SD78常滑

I 灰オリーブ 10 SD78龍泉窯系

II 灰白 5 SD78常滑

II 灰白 10 SD78常滑

III 褐灰 破片 SD78 

II 灰 10 SDSl常滑

I 褐灰 破片 SD81 

II 鈍い橙 40 SD82 

II 鈍い黄橙 90 SD82 

II 鈍い黄橙 80 SD82 

東側では検出できなかった。第46・55号溝と重複する。

覆土は、黒褐色土であった。明らかにこれらの溝より

古いものである。

遺物は、土師器甕の胴部破片が1点出土した。
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第68号溝跡（第58図）

G-25グリッドからH-25グリッドにかけて検出

された。南西から北東方向に伸びる溝である。北東端

は土壊状に膨らみ第50号溝と上端を接する。南西側は、

H-25グリッドの窪みで消失する。第50号溝との新旧

は不明である。

遺物は、土師器細片が5点出土した。

第69号溝跡（第59図）

E-25グリッドからG-26グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。東側は、確認面が下がっ

ているため消失しているが、実際にはさらに東に伸び

ている。西側は第50号溝にぶつかっている。

遺物は出土しなかった。

第70号溝跡（第59図）

E-24グリッドからG-25グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。東側は、検出面が下が

るために途中で消失しているが、本来はさらに東に続

いている。西側は第50号溝の所で止まっている。第50・

51号溝と重複している。断面観察では、第51号溝より

新しく、第50号溝より古いという結果が得られている。

遺物は、出土しなかった。

第71号溝跡（第59図）

F-25グリッドから F-26グリッドにかけて検出

された。南北方向の溝である。他の南北方向の溝より、

やや北東に振れる。北側は消失している。南側は、第

63号溝で止まる。 F-26グリッド付近は、確認面が低

いために遺構の残りが悪く、確認し難い所であった。

溝は、浅くて幅が比較的広い。底面は平坦である。第

63 • 72号溝と重複するが、新旧は不明である。

遺物は、出士しなかった。

第72号溝跡（第59図）

F-25グリッドから F-26グリッドにかけて検出

された。北西から南東方向の溝である。北側は消失す

る。南側は第71号溝にぶつかっている。北側では第73

号溝と重複する。新旧関係とプラン確認のためトレン

チ状に掘って調査したが、残りが悪く確認できなかっ

た。いずれの溝とも新旧は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第73号溝跡（第59図）

F-26グリッドで検出された。第72号溝と同じく残

りが悪かった。北西から南東方向に伸びる溝である。

南側は消失している。北側は第72号溝と重複する部分

から先力浙窟認できなかった。

遺物は、出土しなかった。

第74号溝跡（第59図）

F-27グリッドからG-26グリッドにかけて検出

された。北東から南西方向の溝である。北側は調査区

内で止まる。南側は第63号溝にぶつかっている。第

103 • 104号土壊と重複し、これより新しい。第63号溝

との新旧は不明である。

遺物は、出上しなかった。

第75号溝跡（第58図）

H-24グリッドから I-24グリッドにかけて検出

された。北東から南西方向に伸びる溝である。第68号

と同じく北東端は土壊状に広がる。南西は試掘調査の

トレンチにかかっているがI-25グリッドを中心と

した広い落ち込みにつながるものと考えられる。底面

は、凹凸がありピット状の窪みが見られる。試掘トレ

ンチの南側も広い範囲にわたってしみ状の暗褐色土が

広がっており、第47号溝の方に傾斜している。第76号

溝と重複するが、新旧は不明である。

遺物は、土師器小片が4点出土した。

第76号溝跡（第58図）

H-24グリッドで検出された。東西方向の溝である。

残りが悪く、浅い。東側は、第50号溝の手前で消失す

る。西側は第75号溝と重複する。底面は平坦で、西に

傾斜する。

遺物は、土師器小片が10点出土した。

第77号溝跡（第59図）

I -27 • 28グリッドで検出された。南側が消失して

いるが、南にある第60号溝から続く可能性がある。西

側に大きく屈曲し調査区外に続く 。屈曲したところか

ら先は広がる。遺構との重複はない。

遺物は、細片が数点出土した。
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第78号溝跡（第58図）

F-23グリッドからG-22グリッドにかけて検出

された。 G-22グリッドから北に伸び、第79号溝とぶ

つかるところで「T」字形に分岐する。南北に伸びる

部分は深く、西側に屈曲して急激に浅くなる。南端部

分は深さを維持したまま G-22グリッドで突然立ち

上がる。一方、東に屈曲する部分は、段を持ち浅くなっ

て東に伸びる。東西方向に伸びる部分は第79号溝の中

に収まっている。遺構確認時には、南北方向の第78号

溝と、東西方向の第79号溝をそれぞれに番号をつけた

結果このようになったが、第79号溝と同一の可能性が

高い。他に第52号溝と重複する力帝斤旧は不明である。

遺物は、土師器破片2点、埴輪片の他に常滑産の13

世紀代の甕、同じく 13世紀代前半から中頃の山荼碗系

こね鉢、 13世紀前半の龍泉窯系画花文青磁皿片が出土

した。

第79号溝跡（第58図）

F-23グリッドからG-24グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。東側は、確認面が低く

なるために消失している。西側は、第51号溝と接続す

る。底面は、比較的平坦であるが中央部に細い溝状の

掘り込みがあった。第52号溝と重複するが、新旧は不

明である。

遺物は、土師器片が少鼠出土した。

第80号溝跡（第61図）

コー22グリッドからケー22グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。両端とも調森区外に続

く。第95号溝と重複し、これより古い。

遺物は、出土しなかった。

第81号溝跡（第35図）

道路部分のM-25グリッドからN-25グリッドに

かけて検出された。南北方向の溝である。調査区を横

断するため、検出された長さは短い。両端とも調査区

外に続く。第8号周溝と重複し、これより新しい。

遺物は、 13世紀中頃の常滑焼産の甕胴部片と山荼碗

系こね鉢片が出上した。

第82号溝跡（第35図）

道路部分のN-25グリッドで検出された。南北方向

の溝である。調査区を横断するため、検出された長さ

は短い。両端とも調査区外に続く。土層断面の観察か

ら、覆土の堆積状況は、大きく 3回に分けられる。最

終面は、おそらく近世以降の掘り直しによるものと思

われる。 1回目と 2回目が自然堆積による違いか、或

いは掘り直しによるものかは慎重に判断する必要かあ

る。即ち、自然堆積によるものであれば、東側に平行

する第81号溝より新しいということになり、掘り直し

によるものとすれば、基本土層との関係から、最初の

構築時期が第81号溝と同時期となる可能性がある。

遺物は、土師器片が17点出土したが、遺構に伴うも

のではない。

第84号溝跡（第38図）

道路部分のP• Q-27グリッドで検出された。南北

方向の溝である。調査区を横断するため、検出された

長さは短い。両端とも調査区外に続く。土層断面から、

3時期の変遷が考えられる。第9号周溝と重複し、こ

れより新しい。

遺物は、北側部分から、第9号周溝のものと考えら

れる土師器が85点出土した。

第85号溝跡（第38図）

道路部分のR• S-28グリッドで検出された。南北

方向の溝である。調査区を横断するため、検出された

長さは短い。両端とも調査区外に続く。土層断面から、

3時期の変遷が考えられる。

遺物は、片岩片が1点出土した。

第86号溝跡（第49図）

道路部分のP• Q-27グリッドで検出された。南北

方向の溝である。調査区を横断するため、検出された

長さは短い。両端とも調査区外に続く。土層断面から、

3時期の変遷が考えられる。第6号11J苦跡と重複し、

これより新しい。

遺物は、土師器片が2点出土した。

第94号溝跡（第60図）

C-19グリッドで検出された。北東から南西方向に
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伸びる溝である。北西端は消失する。南西側は調査区

外に続く。検出された長さは非常に短い。風倒木痕の

上に掘り込まれているが遺構との重複はない。

遺物は、 出土しなかった。

第95号溝跡（第61図）

調査区東側のケー20からケー22グリッドにかけて

検出された。南北方向に伸びる溝であるが、ケー22グ

リッドとケー21グリッドで大きく蛇行する。南側は、

検出面が低いために低部の中心部しか残っていない

が、北側では両側に浅い段を持つ。第80・ll0号溝と重

複する。第80号溝より新しい。第llO号溝との新旧は不

明である。

遺物は、出土しなかった。

第96号溝跡（第61図）

クー21・22グリッドで検出された。北東から南西方

向に伸びる溝である。 北東側は調査区外に続く。南西

側は消失している。他の遺構との重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第97号溝跡（第60図）

イー18グリッドからA-17グリッドにかけて検出

された。北東から南西方向に伸びる溝である。北東側

は、第109号溝の手前で東側に曲がり、消失している。

南西側は、調査区外に続く。平成元年度調査の第17号

溝に続くものと思われる。第126・127号土壊と重複し、

これより新しい。

遺物は、出士しなかった。

第98号溝跡（第60図）

B-18 • 19グリッドで検出された。南北方向に伸び

る溝である。北側は消失する。南側は調査区外に続く。

底面付近しか残っていなかったため、途中も消失して

いる。重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第99号溝跡（第61図）

クー18• 19グリ ッドで検出された。北西から南東方

向に伸びる溝である。北西側は消失している。南東側

は調査区外に続く。第100号溝と重複する。新旧は不明

である。

遺物は、出土しなかった。

第100号溝跡（第61図）

キー19からクー18グリッドにかけて検出された。北

西から南東方向に伸びる溝である。北西側は消失して

いる。南東側は調査区外に続く。第99号溝と重複する。

新旧は不明である。第99号溝もそうであったが、掘り

込みは、底面を含めてだらだらしていた。

遺物は、出土しなかった。

第101号溝跡（第61図）

オー14グリッドからキー18グリッドにかけて検出

された。南西から北東方向に伸び、 18グリッド付近で

北に向きを変える。北側は消失している。南は調査区

外に続く。第159• 160 • 168 • 198号土壊と重複する。

すべての土壊より新しい。

遺物は、出土しなかった。

第102号溝跡（第61図）

オー14・15グリッドで検出された。第101号溝と平行

に伸びるが、検出された長さは短い。両端とも調査区

内で消失している。第101号溝は、浅く殆ど底面部分し

か残っていなかったと考えられることから、本溝は、

第101号溝の底面の一部であった可能性が高い。

遺物は、出土しなかった。

第103号溝跡（第58図）

I -25 • 26グリッドで検出された。南北方向の溝で

ある。北側は第49号溝で止まる。南側は第53号溝の肩

の部分で、西側にわずかに曲がって第53号溝にぶつ

かっている。第53号溝の土層断面では本溝に該当する

土層は見られなかったことから、この部分で分岐する

か、或いは第53号溝より古いものであろう。また、覆

土の違いから第49号溝より古いと考えられる。

遺物は、出土しなかった。

第104号溝跡（第58図）

I • J -26グリッドで検出された。東西方向の溝で

ある。残りが悪く、西側は消失しているが、調査区外

まで続いている。東側は、わずかに南に向きを変え第

114号溝で止まっている。第60• 114 • 116 • 117号溝と

重複する。新旧は不明である。
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遺物は、出土しなかった。

第105号溝跡（第60図）

アー23グリッドから B-24グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。東側は消失している。

西側は調査区中央の攪乱によって壊されている。遺構

との重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第106号溝跡（第60図）

イー24グリッドからD-26グリ ッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。西側は、確認面が低い

ため消失しているが、西に伸びる第56号溝の続きと思

われる。調査区中央の攪乱を挟んで東に伸び、一旦消

失するが、その後2本に分岐しているように見受けら

れる。いずれも調査区北側に続いている。確認面が低

く、検出されたのは溝底部と見られ、はっきりした事

はわからない。遺構との重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第107号溝跡（第60図）

B-22 • 23グリッドで検出された。南北方向の溝で

ある。北側は攪乱で壊されている。南側は消失してい

るが、調査区南側の第108号溝に続くものであろうか。

重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第108号溝跡（第60図）

D-19 • 20グリ ッドで検出された。南北方向の溝で

ある。南側は調査区外に続く。北側は消失している。

やや東寄りに曲がっており、第107号溝に続く可能性

がある。遺構との重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第109号溝跡（第60図）

A-19グリッドからイー18グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。西側は消失する。東側

は一旦消失した後第97号溝を避けるように北側に曲

がる。その先は消失している。遺構との重複はない。

遺物は、出士しなかった。

第110号溝跡（第61図）

ケー20グリッドで検出された。東西方向の溝である。

東側は調査区外に続く。西側は第95号溝でとまる。

遺物は、出土しなかった。

第111号溝跡（第60図）

A-24・25グリッドで検出された。第106号溝の南側

にあり両端とも消失している。他の遺構との重複はな

しヽ。

遺物は、出土しなかった。

第112号溝跡（第59• 60図）

D-27グリッドからアー25グリッドにかけて検出

された。南側に第106号溝が平行に伸びる。西端は消失

している。東側は攪乱を挟んで湾曲した溝に続くもの

と思われる。遺構の重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第113号溝跡（第58図）

G • H-23グリッドで検出された。東西方向の溝で

ある。両端とも消失している。遺構との重複はない。

遺物は、出土しなかった。

第114号溝（第58図）

I -25 • 26グリッドで検出された。南北方向の溝で

ある。第103号溝と平行している。南北両端とも消失し

ている。第104号溝、第174・175号土瑠と重複する。土

壊より新しく、溝との新旧は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第115号溝跡（第58図）

1-25グリ ッドからK-25グリッドにかけて検出

された。東西方向の溝である。第53号溝と平行してい

る。西側は調査区外に続く。東側は第46号溝にぶつかっ

ている。そこから同溝に沿って南に曲がる ものと判断

されたが、第53号溝と第46号溝の土層断面では新旧関

係が逆転しており、そのまま南に続く ものではないよ

うである。第46• 53 • 60 • 61号溝、第71• 72号土壊と

重複している。第46号溝との新旧は不明。他の遺構よ

り新しい。

遺物は、出土しなかった。

第116号溝跡（第58図）

J-26グリッドで検出された。南北方向の溝である。

南側は消失している。北側は、第49号溝に壊されてい
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る。その北側に第60号溝の続きとしたものと重複して

いる可能性があるが、識別できなかった。第49・104号

溝と重複する。第49号溝より古い。第104号溝との新旧

は不明である。

遺物は、出土しなかった。

第117号溝跡（第58図）

I • J -26グリッドで検出された。南北方向の溝で

ある。第116号溝と平行しており、状況は同じである。

第49・104号溝と重複する。第49号溝より古い。第104

号溝との新旧は不明である。

遺物は、出士しなかった。

第118号溝跡（第35図）

M-25グリッドに位置する。第8号周溝の中で検出

された。北側は調査区外に続く。南に伸びた後、西に

曲がり第81号溝の手前で止まる。他の遺構との重複は

なく、第8号周溝との新旧も不明である。

第17表溝跡計測表

番号 長さ 幅 深さ 番号 長さ

46 68.20 2 60 0.71 72 6.80 

47 57.90 2.30 0 73 73 8.50 

48 8.60 0 60 0.33 74 7.40 

49 11.00 2.45 0.29 75 16.60 

50 42.60 0.85 0 31 76 4.40 

51 32.90 1 70 0.31 77 4 40 

52 22.40 1. 75 0.27 78 16 70 

53 13.90 2.05 0 59 79 17.50 

54 13.80 0.90 0.30 80 10 60 

55 29.10 1.60 0.48 81 3.90 

56 34.90 0.80 0 25 82 3 90 

57 4.90 0.52 0.12 83 4 00 

58 6 30 0.42 0.09 84 4.20 

59 1 40 0.55 0.09 85 4 10 

60 36.30 1.87 0.30 86 3 90 

61 18 30 0.75 0.15 87 10 20 

62 10.10 0.42 0.16 88 6 40 

63 31 90 1.42 0.43 89 欠番

64 17.30 0.57 0.17 90 4 00 

65 6.40 0 55 0.09 91 欠番

66 13.10 1 32 0.39 92 4.10 

67 3.40 1.00 0.21 93 欠番

68 10.20 1.00 0.16 94 2.10 

69 18.50 0 66 0.35 95 21.50 

70 21.30 0.48 0.48 96 3.70 

71 6.70 1.85 0.18 97 18.10 

遺物は、出土しなかった。

第121号溝跡（第49図）

R • S-28グリッドで検出された。第87• 88号溝と

ほぼ平行な溝であるが、規模は第119号溝と同程度で

ある。北側は調査区外に続く。南側は第85号溝によっ

て壊されている。

遺物は、出士しなかった。

第122号溝跡（第26図）

T-29グリッドからU-30グリッドにかけて検出

された。

もやもやしたしみ状のものであったが、整理の段階

で溝として認定した。西側に第186号土壊としたもの

が繋がっており一連のものと思われる。北側は排水溝

によって壊されている。

遺物は、出士しなかった。

（単位： m)

幅 深さ 番号 長さ 幅 深さ

1 25 0.14 98 9.70 0.70 0.14 

0.88 0.07 99 8.40 1.30 0.15 

1.20 0.17 100 6.60 1.05 0.15 

0.95 0.28 101 40.10 0.70 0.31 

2 00 0.08 102 6.40 0.25 0.09 

2.05 0.08 103 7.60 0.50 0.08 

0.80 0.65 104 7.90 0.45 0.25 

2 40 0.25 105 15.70 0.57 0.15 

1 15 0.60 106 45.80 0.50 0.14 

1.20 0.43 107 10.20 0.43 0.19 

3 10 0.61 108 7.50 0.45 0.12 

1.00 0.50 109 25.50 0.70 0.15 

4 45 0.68 llO 1.90 0.25 0.12 

4 30 0.60 111 3.60 0.25 0.05 

2.62 0.27 112 33.20 0.60 0.06 

1.10 0.28 113 3.70 0.30 0.06 

0.70 0.14 114 5.70 0.27 0.05 

115 8.10 1.10 0.16 

2.50 0 40 116 3.00 0.15 0.09 

117 2.90 0.55 0.11 

0.60 0.15 118 1.80 0.45 0.08 

119 6.30 0.36 0.14 

0.40 0.10 120 1.40 0.27 0.19 

1.87 0 30 121 3.10 1.50 0.12 

0.50 0 12 122 3. 70 0.50 0.17 

0.40 0 32 
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(4) 土壊（第66~73図）

検出された土壊は16繕にであった。確実に時期のわ

かるもの以外は一括してここで扱うこととした。形態

は、楕円形が最も多く、次いで長方形、円形となる。

勿論不整形も含まれる。土壊の分布は、北側のH-28

グリッド周辺と、東南側のA-18グリッドからエー15

グリッドにかけて集中か見られる。位置及び規模等は

第18表に示すとおりである。これらの土壊の中には、

いわゆるTピットと考えられるものも存在する。167・

168号土壊・第191~200号土壊など力噸亥当すると思わ

れる。他にも該当する可能性のあるものも存在するが、

検出面が低いために十分な深さが残存していない等の

危惧もあり、その種の遺構の認定は正確には行い難い。

分布は主に調査区東側の低い部分にある傾向力喝忍めら

れる。見方によっては、北側に緩やかに傾斜する斜面

の等高線に沿って、 一定の間隔を置いて分布すると考

第18表 土壊計測表

番号 グリッド 長径 短径 深さ

32 I -27 172 120 30 

33 I -27 111 92 21 

34 I -27 • 28 192 127 10 

35 I -28 97 85 20 

36 H-27 160 85 14 

37 I -28 132 128 21 

38 H-27 114 75 35 

39 H-30 120 88 14 

40 H-29 82 60 14 

41 G-28 100 81 19 

42 G-28 155 106 20 

43 G-28 83 77 19 

44 G-28 154 89 20 

45 G-28 90 87 13 

46 G-28 H-28 153 126 14 

47 G-28 200 153 2 

48 G-27 • 28 158 117 16 

49 H-27 79 61 20 

50 H-26 • 27 I -26 • 27 197 186 51 
51 I -26 • 27 164 107 30 

52 I -26 • 27 145 95 26 

53 H-29 134 56 15 

54 H-29 llS 98 ， 
55 H-29 103 90 12 

56 H-29 243 189 32 

57 F-29 G-29 162 103 16 

58 F-29 106 100 40 

59 F-29 212 85 22 

60 F-29 170 85 15 

61 F-29 158 75 16 

62 G-28 182 102 16 

63 G-28 189 109 8 

64 G-28 170 100 18 

えることも可能である。時期については、この種の遺

構の特徴とも言えるように、遺物が出土しないために

断定することは非常に難しい。遺構の重複から敢えて

推定するなら、第194号土壊は、第133号土塙より新し

いことが上層断面より窺える。第133号士壊からは遺

物が出土していないために、時期はわからないのであ

るが、覆土はロームブロックを比較的多く含むもので、

古墳時代の遺構に埋積されるものよりも古いと感じら

れた。古墳時代以前で遺構力苅廊忍されているのは、縄

文時代前期まで遡る。勿論、後期の遺物もわずかでは

あるが検出されており、その時期の可能性も考慮に入

れなければならない。下限については、これらの遺構

の覆土からは、本遺跡の中世遺構の覆土の特徴といえ

る灰色の粘質土を含むものがないことから、そこまで

は降らないと思われる。

（単位： cm)

主軸方位 平面形 備 考

N-28°-E 楕円形 SD46と重複
N-36°-W 楕円形 SKlOOと重複
N-53°-E 楕円形 SKlOlと重複
N-57'-W 円形

N-39°― E 楕円形 SD46と重複
N-0 °―E 円形 SD46と重複
N-45°-E 楕円形 SD46と重複

N-34°― E 円形？ SD59と重複

N-83°-W 楕円形 SD58と重複
N-85°-E 楕円形

N-16'-E 不整楕円形
N-37°-E 円形

N-52°― E 楕円形
N-30°-W 円形
N-68'-W  楕円形 SD66と重複
N-74°-W 楕円形 SK48 • 92 • 93と重複
N-11°-W  楕円形 SK47と重複
N-37°-W 楕円形
N-0°― E 円形 SD46 • 54と重複
N-16°-W 楕円形 SK52と重複
N-15°-W  円形 SK51と重複
N-62°― E 楕円形 SD58と重複
N-45°-E 不整円形
N-40°-W 不整円形
N-24'-E 不整円形 SD56 • 57 • 58と重複
N-32°-W 不整形
N-54'-W 不整円形 ピットと重複

N-55°-E 長方形 攪乱に壊される

N-52°-W 楕円形 SK61と重複

N-21'-W 楕円形 SK60と重複
N-54°-W 楕円形
N-67°-W 楕円形
N-19"-E 楕円形
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番号 グリッド 長径 短径 深さ 主軸方位 平面形 備 考

65 E-28 • 29 350 98 19 N-25°-W 不整形
66 D-28 E-28 194 95 12 N-56°-W 楕円形？ 攪乱に壊される

67 E-27 259 112 30 N-13'-W 楕円形 SD56と重複
68 F-27 112 64 33 N-12°-W 不整楕円形
69 E-27 F-27 80 92 14 N-38°-W 楕円形
70 E-27 100 75 59 N-46'-W 不整円形
71 J-25 k-25 150 74 16 N-75'-W 長方形？ SD115と重複
72 J-25 210 58 12 N-103°―E 長方形 SD115と重複
73 J -24 114 68 18 N-19°-E 不整形 SD60と重複
74 J -24 150 92 19 N-31°-E 不整長方形 SD60と童複
75 K-24 181 102 18 N-22°-E 不整形
76 J-24 170 70 25 N-55°-W 不整形 SD60と重複
77 J -23 52 46 56 N-60°-W 方形 SD60と重複
78 J -24 K-24 102 102 22 N-0°―E 不整円形 SJ4と重複
79 G-27 146 102 16 N-7T-W 不整形
80 G-27 169 133 15 N-47°―E 不整円形 SD64と重複
81 G-26 • 27 117 105 11 N-42°―E 不整円形 SD64と重複
82 G-26 88 75 12 N-35°-E 楕円形
83 G-26 H-26 172 104 5 N-62°-W 円形？ SD63と重複
84 G-26 179 178 12 N-51°―E 円形 SK85と重複
85 G-26 104 83 19 N-45°-W 楕円形 SK84と重複
86 G-26 130 66 17 N-24°―E 不整円形 SD63と重複
87 F-26 136 94 ， N-48°―E 楕円形
88 E-27 127 87 ， N-49°-W 楕円形
89 E-27 87 72 17 N-0 °-E 不整形 SK90と重複
90 E-27 77 49 13 N-90°―E 不整形 SK89と重複
91 G-27 • 28 H-27 • 28 143 105 12 N-61°-W 楕円形
92 G-28 H-28 112 63 17 N-25°―E 楕円形 SK47と重複
93 G-28 100 53 17 N-55'-W 楕円形 SK47と重複
94 G-27 180 120 7 N-58°-E 楕円形
95 G-27 115 80 10 N-60'-E 長方形
96 G-27 165 119 11 N-39'-W 楕円形
97 I -27 120 85 7 N-25'-E 不整楕円形
98 K-24 190 130 27 N-17°-E 不整形 SR6 • SK99と謳複
99 K-24 123 98 24 N-25°-E 円形？ SK98と重複
100 I -27 77 57 33 N-25°-E 楕円形 SK33と重複
101 I -27 • 28 109 94 6 N-85°―E 楕円形 SK34と重複
102 G-27 95 83 24 N-43°―E 不整円形
103 G-26 209 185 17 N-10°-W 楕円形 SD74と重複
104 G-26 116 92 7 N-65°-W 楕円形？ SD74と重複
105 F-26 G-26 105 99 11 N-65°-W 不整円形
106 H-24 277 129 26 N-140'―E 長方形 SD50と重複
107 H-22 173 35 18 N-19°―E 長方形 SD50と重複
108 A-17 80 73 60 N-28°-E 円形
109 A-17 llO 92 19 N-76°―E 長方形？
110 A-17 • 18 97 94 25 N-22°―E 不整円形
111 A-17 • 18 145 116 14 N-43°―E 楕円形
112 A-18 71 59 18 N-42°―E 楕円形
113 A-18 96 80 25 N-63°―E 楕円形
114 A-18 68 65 23 N-46°-W 円形
115 A-18 65 62 26 N-30°-W 円形
116 A-18 131 112 21 N-3°―E 楕円形
117 A-18 82 70 16 N-90°-W 楕円形
118 A-18 78 64 15 N-33°―E 楕円形
119 A-18 108 80 18 N-23°-E 楕円形
120 A-18 74 64 13 N-85°-E 楕円形
121 A-18 119 79 12 N-58°-W 楕円形
122 アー17 144 80 27 N-57'-E 長方形
123 アー17 77 57 16 N-36°-E 楕円形
124 アー-17 98 78 27 N-29°―E 楕円形
125 アー17 89 62 20 N-39°―E 楕円形
126 アー17 100 82 12 N-27°-W 楕円形 SD97と重複
127 アー17 246 158 25 N-67°-W 楕円形 SD97と重複
128 アー17 102 74 14 N-24°―E 楕円形
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番号 グリッド 長径 短径 深さ 主軸方位 平面形 備 考

129 アー17 A-17 93 80 ， N-84°-E 楕円形
130 アー17 A-17 139 89 18 N-26°-E 楕円形

131 アー18 105 73 14 N-79'-E 長方形

132 アー18 88 69 27 N-90°-W 楕円形

133 アー18 115 89 19 N-43°-W 円形 SK194と重複

134 イー16 190 154 22 N-88°-W 不整円形

135 イー16• 17 アー16• 17 259 89 27 N-73°-W 楕円形
136 イー17 104 67 13 N-74°-W 不整形

137 ウー16 84 82 17 N-32°-W 不整円形

138 ウー16 110 72 17 N-40°-W 楕円形

139 ウー15 100 60 7 N-89°-W 楕円形

140 エー15 ウー15 109 84 17 N-30°―E 楕円形
141 エー15 92 72 11 N-20°-W 楕円形

142 エー15 238 205 23 N-24°-E 不整円形

143 エー15 159 72 10 N-89°-W 楕円形

144 エー15 101 76 17 N-63°-E 楕円形

145 エー15 134 102 22 N-35°-E 楕円形

146 A-18 125 111 19 N-18°-E 楕円形 SK188と重複

147 A-18 140 100 18 N-16°-W 楕円形 SK188と重複

148 A-18 135 95 19 N-37°―E 楕円形 SK188と重複

149 エー15• 16 105 73 13 N-75°―E 楕円形
150 エー15• 16 166 103 18 N-16°-E 楕円Jf多

151 エー15 249 83 21 N-33°―E 楕円形
152 イー18 138 113 21 N-40°-W 楕円形

153 B-18 110 80 19 N-70°-E 楕円形

154 エー15• 16 101 59 14 N-62°-W 楕円形

155 エー16 82 62 13 N-35°-E 楕円形

156 エー16 92 68 16 N-73°-E 楕円形

157 オー15 126 95 18 N-62°―E 楕円形
158 エー15 120 48 11 N-33°-E 楕円形

159 オー15 106 89 23 N-60°-W 不整円形 SD102と重複

160 カー16 172 76 6 N-82°-W 長方形 SDlOlと重複

161 オー16 108 63 10 N-89°-W 不整形

162 オー17 144 98 10 N-83°-E 不整形

163 カー16 112 72 18 N-10°-W 不整形

164 キー16 108 60 12 N-60°-E 楕円形

165 J-26 125 78 22 N-64°-W 楕円形

166 クー18 92 85 29 N-42°-W 不整円形

167 イー16 190 120 51 N-74°-W 楕円形

168 オー14• 15 204 146 69 N-65°-W 不整楕円Jf多 SD102と重複

169 B-18 77 66 13 N-60°-W 不整形

170 G-28 91 63 16 N-1 °-E 不整形

171 G-30 85 74 19 N-59°-W 不整方形

172 I -26 104 75 20 N-70°-W 不整長方形 SD46と重複

173 E-29 118 86 24 N-46°―E 不整形
174 I -26 89 84 33 N-24°―E 不整形 SD114と重複

175 I -25 200 103 34 N-26°-E 不整形 SD114と重複

176 J-26 77 59 11 N-2"-W  不整楕円形 SD60と重複

177 欠番

178 欠番

179 欠番

180 H-28 I―-28 97 48 44 N-3°―w 不整楕円形
181 欠番

182 P-26 150 92 13 N-43°-E 長方形？ SJ5と重複

183 S-183 148 51 27 N-57°-W  不整形

184 0-26 P-26 180 57 12 N-56°-W 楕円形？

185 欠番

186 U-29 • 30 164 123 25 N-30°-E 不整形 SD122と重複

187 ケー22 170 92 17 N-67°-W 不整形

188 A-18 162 130 7 N-30°-E 楕円形 SK146 • 147 • 148重複

189 J-24 129 75 7 N-82°-E 惰円形 SJ4と重複

190 M-25 llO 63 36 N-80°―E 長方形
191 E-23 110 72 60 N-5 °— E 楕円形
192 C-21 103 52 45 N-66°-W 長方形
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第66図 土壊(I)
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冒
S K32 
1黒色土 しまり強、粘土少量
2黒褐色土 粒子細かい、炭化物微墨、鉄分混入
3 ~葎梨廷土粒子細かい、鉄分多量
4褐色土粒子細かい、地山粒子多呈
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砂粒多量、炭化物徴量
砂粒多量、ローム粒子多量、炭化物微量
砂粒多量、炭化物徴量
砂粒多量、焼土・炭化物微量
やや粘性有、ローム粒子多量
ハードロームプロック混入
焼土微量

ローム粒子多量、焼土微量
焼土多量

炭化物微量
ロームプロック

SK34 
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言
S K34 
1黒褐色土砂粒多旦
2黄灰色土 砂粒多亘、ローム粒子、炭化物微量
3黄褐色土 砂粒多量、炭化物混入
4暗黄声やや粘性有、砂粒、焼土 ・炭化物微量
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冒
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1黒褐色土
2 暗オリーオ鮭吐
3暗灰黄色土
4オリーオ磁五ヒ
5黄褐色土

砂粒、焼土微量

砂粒、ローム粒子微l1
ローム粒子微量、焼土微量

やや粘性有、ローム粒子多量

やや粘性有、しまり強

口ニ
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で

＼

＼

』

S K36 

l暗褐色土 しまり強、炭化物微量
2黒褐色土 しまり強、ローム粒子徴量
3暗灰黄色土 やや粘性有、砂粒多量、ローム粒子微量
4オリーノ＆旦やや粘性有、ローム粒子多量、鉄分混入

SK41 

]c土
に L=I!.300
ヽ

A 

A
 

<A

A_L=11 600 JA 
冒

ロ ユ＿ A

三

SK40 

SK37 SK38 
1黒褐色土 砂粒多曼、 nーム粒子徴量 1黒褐色土砂粒少量・鉄分少量、炭化物微量
2暗灰黄色土 砂粒多量｀ローム粒子・焼土 ・炭化物微量 2暗灰貧色土 砂粒 ・鉄分少量
3オリーガa吐やや粘性有、砂粒・ローム粒子多量 3オリーオ駐出こ粘性有、ローム粒子多曼

4 オリーオ赳吐やや粘性有、ローム粒子微量

SK42 : 43 SK44 

Aーロ ：A-L□::-I□□/〉ユ＿A
冒 冒胃

S K39 
1 オリープ融竺t 植物買微量
2オリープ黒吐やや粘性有

S K40 
1黒褐色土 ローム粒子多量
2黒褐色土 ローム粒子，砂粒微量
3にぶ，岡起やや帖匹、ローム粒子微量

SK45 

□]_A 
A ·— L=l l. 400 

冒
A 

SK41 SK42 
＼黒褐色土 砂粒、炭化物微量 ＼黒褐色土
2黒褐色土 砂粒、炭化物微量 2黒褐色土
3暗オリー如砧粒、炭i曲・ローム粒子暉 3喧店記土
4オリーオ＆廷 やや粘性有、ローム粒子多量

SK46 

s:6ロ A' 

L L=ll.500 

言
S K46 
1褐灰色土 ローム粒子微量、黒色土混入
2灰悶廷吐 ローム粒子 ・焼土 ・炭化物多量

A' 

しまりなし、ローム粒子徴量
ローム粒子多量、炭化物微量
ローム粒子多曼、ロームプロック・炭化物微曼

SK47 

SK43 
1黒褐色土 砂買、焼土・炭化物多量
2黒褐色土 砂買、焼土 ・炭化物微量
3暗オリーオ鮭吐紐、ローム粒子多量、炭ば啜遺
4 黒褐色土 しまりなし、ローム粒子多量

・"'-------L=l!.500 

/ 

SK47 
1褐灰色土 砂質、やや粘性有、炭化物微Ji1
2灰黄褐色土 しまりなし、ローム粒子多量、炭化物微量
3に社漬灌吐 粘性有、炭化物多量

A
 

SK48 

A 

S K'4 
1黒褐色土 ローム粒子・炭化物微量
2黒褐色土 ローム粒子、炭化物徴量
3暗黄褐色土 ローム粒子・焼土徴量
4オリーカ駐廷やや粘性有、ロームプロック多量

雪｀ー→一

D 
A_ L=l!.500 

/“/／／／：／／／／／／ ／／ 

一'

SK45 
l褐灰色土
2仄即aュL
3褐色土

0ーム粒子 ・炭化物微量
焼土 ・炭化物多量
ローム粒子多量、炭化物徴量

SK49 

SK48 
1褐灰色土 砂質、やや粘性有、炭化物多皇
2灰悶逐吐砂質、やや粘性有、炭化物微量
3褐色土 やや粘性有、焼土 ・炭化物微量

゜

A' ：ロ
A A‘ ~ L=l l. 500 — 

SK49 
I灰ローム粒子・ 炭化物微量
2黄灰色土 ローム粒子 ・炭化物多量
3黄褐色土 やや粘性有、ローム粒子多量

2m 
1 OO 
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第67図土壊（2)

SK50 SK51 • SK52 

A-L=ll.700 

6冒` 三冒：
S KSO 
（黒色土後世の撹乱

2褐灰色土砂買、焼土 ・炭化物微量

3灰黄褐色土 砂貫、ローム粒子多量、炭化物微量

4黄灰色土やや粘性有、ローム粒子微量

5暗オリーフ遷吐やや帖性有、ハードロームプロック0~ぬ吋微量炭化物微量
6黄褐色土粘性有、ハードロームプロック(3~5cm)多量

SK5!・SK52 

1灰黄褐色土
2 にぶい黄褐色土

3明黄褐色土

4暗褐色土

5掲色土

砂質、鉄分多量、炭化物

砂質、ローム粒子多呈、炭化物微亘

粘性有、炭化物・焼土粒子微呈

ローム粒子多亘

ローム粒子多塁、炭化物微量

SK56 

ー

）
A
-

S K56 

1黒色土 しまりなし、焼土粒子微呈

2黒褐色土 砂買、ローム粒子多母、炭化物混入 SK62 
3黒褐色土 ハードローム粒子

-A' 

SK53 SK54 

□]ロロロ⇒

~',,",_— L=ILlOO ~ , 

ロロニ
S K53 

I黒褐色土 ローム粒子多量、炭化物微曼 S K54 

2褐灰色土粘性有、炭化物微量 1凩褐色土帖性有、ローム粒子多量

3灰貨褐色土 粘性有 2灰員褐色土 粘性有、ロームプロック多量

3に秘漬祀色士粘性有、炭化物徴量

SK6-0 • SK61 

□f llA  

SK55~\ 

に。」

-A 

S K55 

1黒褐色土粘性有、炭化物微量

2灰粘性有、炭化物微呈

SK59 

言
SK57 SK58 

ロ □ ．に口 ：L0900 」
仁 L=11000 言sk59言冒麟仁 L=ll.0 00-ざ

二言冒
SK57 
1黒色土砂買、ローム粒子、炭化物

2黒褐色土 砂質、ローム粒子微呈

3咽刃舵吐砂質、ロームプロック(3~5cm)多毀

4黄灰色土 砂質、ローム粒子多呈

¥ ― ` 3 
A (( I  I ⇒’• 9と

A — L=l l. 100 

S K58 

1黒褐色土焼土微昼，炭化物多鼠

2黒褐色土 ロームプロック(3~5cm)多量

3褐灰色土 ローム粒子多量、炭化物微量

撹乱

A-

I
I
 
_
_
 1
1ー

I

I

I

 

I

I

I

I

 

ー

1
1

I
I
 

1黒色 土ローム粒子 ・炭化物多量

2黒色土ローム粒子微鼠、炭化物多呈

3黒褐色土 ロー遠子多量、焼士•閲切震嶺
4黄灰色土粘性有、地山プロック

SK64 

仁 L=ll.000

S K62 
1褐灰色土ローム粒子多量
2灰岡駐吐やや粘性有、ローム粒子微量

ユ'. 3晦姻泡土や笞柑罪、ハードロームプロックはm多量

冒
SK65 

·— L=l l. 200 —• ·—L=l l. 200 ユ‘· •L- L=l l. 300 

言 一三冒言冒冒言言冒言

SKSO・SKSI 
1黒褐色土植物繊維多呈 3 黒褐色土炭化物微呈

2暗灰如ロー凶立子多量 4 黄褐色土ローム粒子多量

SK66 

ヽ
A
 

ーム

~ L=l l. 000 
一 '

冒 コ
SK65 
1黒色土 焼土多量
2黒褐色土
3黒色土 ローム粒子多量
4黒色土 帖性有、檀物繊維多量

5黒褐色土 ロームプロック多量

SK66 

1黒色土 砂質、植物繊維多量

2晦刃茫辻 砂買、ロームプロック(2,m)

S K63 
1暗褐色土 焼土・炭化物微呈

2暗褐色土 焼土・ローム粒子微量、

3褐灰色土 ローム粒子多量、炭化物微呈

4に幻黄滋耳やや粘性有、炭化物微量

5黄褐色土 ローム粒子多皇、炭化物微量

6明黄褐色土 ハードローム、黒色土

7灰黄褐色土 炭化物

SK67 

/
.
 
9
|
 

（
 

／

撹

乱

]

|

'

(

A. 

-A 

S K64 

1褐灰色土 ローム粒子多量、焼土・炭化物微Jil

2灰黄褐色土ローム粒子多量、炭化物微Jil

3黄褐色土 やや粘性有、炭化物微Jil

/l..._ L=ll.000 

-A', 

___!,.' 

撹；＜言言言言言言

A- ーム',

L-L=ll.200 
⇒’ 

S K67 
l暗オリーガ駐吐 ローム粒子微量

2黄灰 色土 0ーム粒子多量、炭化物微量

3暗灰貿色土 0ームプロック多量

4黒褐色土 ローム粒子 ・焼土・炭化物微量

5暗灰賢色土 0ーム粒子・炭化物微量

2m 
l : 60 
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第68図 土壊（3)

SK68 

ロロユ
を―L=ll.200

冒
A' 

S K68 
）黒 色土ローム粒子微量

2黒褐色土 ローム粒子多量

3照 色 土 ローム粒子微量｀焼土・諭物緻雑多量
4 灰黄褐色土 ロームプロック(5~7匹 l)多量

A ·— L=l l. 200 

冒し冒
SK69 
l褐灰色土
2灰貿褐色土

ローム粒子多量、炭化物

ローム粒子多量、焼土徴量

SK73 • SK74 

――戸ー／
S060 

口 ＼／：：

三 2 上

SK70 

l黒色 土 ローム粒子微量

2濶肥土 ロー心 子・ロームプロック・棺切繭足多量
3閥胞辻 ロー心好多量即浣徽量
4黒色土 ロームプロック多量
5褐色ロー心召道、痴配幻1

SK72 

ー

SK71 

1黒褐色 土 炭化粒微量酪頃・ローム粒子
2にぶい印胞土認頃・ロー勾立子多量

SK76 

A 

.Ii_ 

SD115 

仁 L=il.900 _h  

ニ
一‘

.A_L=l2.000 

言
ユ‘

____p,: 

SK73• SK74 

□□□□□ ： ロロA....ロ言 胃冒三S K82 
｀畠立:;;;;図芯： ;~:;_~! 如m:‘芸ぷ物徴曼 ；ば芦 盆：”ーム粒子多量 ； ：：喜［ 四子：r:：微量
3褐灰色土 ローム粒子多量、焼土，炭化物徴量 3灰黄褐色土 ローム粒子徴量 3灰黄褐色土 粘性有 3灰節尉吐 ローム粒子多量

4 日年粘性有、ロームプロック徴量 ：仁悶：言悶::ぶこ：口：：：悶:::

仁 L=ll.900

三

SK84 • SK85 

•A_ 

..A' 

土．’

/j_L011.500 ! 2 ~-
7'  

＇シ 96

言冒冒;9冒冒言 S K86 
l褐灰色土 黒色土粒子

sk84. sk85 5黒褐色土 ローム粒子多量 2灰黄褐色土 ローム粒子多量、炭化物微量

l黒褐色土 粘買土、埴物繊維多量 6恩色土 粘性有 3にぷい貿褐色土やや粘性有、炭化物微量
2黒褐色土 ローム粒子微量 7褐灰色土 焼土・炭化物微量 4に糾漬褐色土粘性有
3暗褐色土 焼土・炭化物微量 8灰黄褐色土 焼土粒子微量
4灰黄褐色土 ローム粒子多量、粘性有、炭化物 9 にぷい黄褐色士 ローム粒子

SKS9 • SK90 SK91 

：三：kl直ki::if:粒:"]0:
一雪誓言 言言冒冒冒冒言

A_L=ll.500 ~ 

言

SK87 s： ｀店塁閲：微量
ロ ］△ ：0△ 

三量言：三
SK88 
1黒褐色土 ローム粒子多量

; :::ご； ：；：：；：：m炭化物微曼

S K87 

I屈褐色土 ローム粒子微量
2黒褐色土 ローム粒子多量、炭化物微量
3褐色士 ロームプロック、鉄分多量

SK91 
1 暗オリープ褐色土
2 黄灰色土

3暗灰黄色土

S K92 

1黒褐色土

2褐灰色土
3 暗オリーブ褐色土
4 オリープ褐色土

ぶ

よ

□
 

量

／
 

微物化

土

炭

焼、、

量

量

量

微

多

多

子
子
子

粒

粒

粒

ム
ム
ム

――― 

ロ

炭化物 ・焼土微量
ローム粒子微量、炭化物徴量
やや帖性有 炭化物微量

粘性有、炭化物微量
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S1<93 

ロ ：ム

／
ん ..t,_' 

(o~ 
!L L=ll.400 __!,'_ .A-L=ll.4 00,  _f,＇、

言 言SK93 SK94 
1褐灰色土 ローム粒子微量、炭化物微量 1黒褐色土 ローム粒子，炭化物多量
2 ●tリープ畠紅 ロームプロック、炭化物徴量 2褐 灰色土 Dーム粒子多量、炭化物徴量
3オリープ褐色土 やや粘性有、焼土微量 3オリープ褐色土 ローム粒子霞量

s:0ユA-

SK95 

L L=ll.400..!,_  

9 ーロ｀
S K95 
1褐灰 色土 ローム粒子多量、炭9b物微量
2 ●オリーブ褐色± 0ーム粒子多量、焼土微景

3オリーブ褐色土 ローム粒子

□□I上

~L•l l. 400 一ざ．

冒
SK96 
1黒褐色 土 ローム粒子 ・炭化物徴量
2黒褐 色 土 ローム粒子プロ ック、鉄分多量
3褐灰色土 ローム棺子多量、焼土微量
4 オリープ褐色土 帖性有、炭化物微量

仁 L=ll.600 ___i>,'. 

言

SK1¥1 ~/ SK102~ 

ユ □0： ロロ」
SK97 
1オリープ褐色土 ローム粒子多量、 炭化物微曼
2黄褐色 土 焼土微量

SK103 

＼
 A_ 

LL=12.000 

-A' 

SD74 

に L=ll.400 I ~: 

費`冒言言言言
S K103 
1黒色土帖性布、しまり強(SD74の覆土）
2黒褐色土 ローム粒子微量、焼土，炭化物多量
3暗褐色土 ローム粒子徴量、焼土微量
4灰黄褐色土 ローム較子多量、炭化物微量

SK108¥  

L□ユ

SK104 

-A 

SK105 

LL=ll.700 ~ -

言
SKIOI 
1黒褐色土 炭化物微量
2褐灰色土焼土・炭化物微量
3灰貨色土焼土筍量

LL=ll.500 ― .. !:,. /'_ L=ll.600 ____!, 

疇 冒
S Kl05 

S Kl04 I褐 灰色土炭化物微量
1褐 灰色土 ローム粒子多量、焼土粒子微量 2灰 黄褐色 土 やや粘性有、焼土 ，炭化物徴量
2灰黄褐色土 ローム粒子，焼土粒子多量 3 にぷい貴褐色土 やや粘性布、炭化物微量

に L=ll.400 ⇒.、

冒
SK102 
I黒褐色土 ローム粒子微量、焼土・炭化物多量
2黒褐色土 ローム粒子多量、炭化物微量
3暗 褐色土 0ーム粒子、焼土多量

4褐灰色土 ローム粒子多量
5灰黄褐色土 ローム粒子多量、焼土 ・炭化物微量

＼
 

A 
:.:.... L=ll.500 

量
SK112 

： 口上

_t:,__L=l!.500, E 

にL=ll.600 A 

SK109 

生＿L=ll.600

一 ＇

A 

SK110 ~ ¥ 

仁□ユ
t;__ L=ll.600 _t: 

言 冒三冒
SK109 SKllO 
1黒褐色土 ロームプロック、酸化飲 1黒褐色土 ロームプロック、 酸化鉄

上＇＇ クク勿ク依ク‘”三
2暗褐色土 ロームプロック、酸化餃、白色微絨粒 2暗褐色土 ロームプロック、酸化鉄、白色微細粒

SKIOB SK114 SK115 

言着［胃：；ご：：量駿化鉄 ［口 こ
skk；色土 L 〖:ュ S言冒言 sk' 量冒
2 暗褐色土 •— L=11.500 ~ 1黒褐色土ローム粒炭化物微量 1黒褐色土 ローム粒子少量

2黒褐色土ロームブロック 2黒褐色土 ローム粒子、白色粒子` 酸化餃

3暗褐色土 ロームプロック 3にぷい賃褐色土 ローム粒子

4暗褐色土 ハー ドロームプロック 4褐 色 土 ロームプロック

仁L=ll.700 ュ・.

冒
SK 106 
1暗褐色土 Dーム粒子

SK111 

言 疇

A' 

SK113 
l黒褐色土
2暗褐色土 言芦

~L=l l. 600 ~ 

言
SKIil 
1黒褐色土 ロームプロ ック、酸化鉄
2暗褐色土 ロームプロック多量、酸化鉄、白色微絹粒

2m 
1:60 
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第70図土堀（5) SK118, SK119 SK120 SK121 

ロ ロ□□／□ ／□： 
仁 Lはぶ500 ユ 仁 に11500 ユ 言言言言9言言冒 言言口言 S言言言冒冒青
胃 SK胃筐言 ］りふ［三揺·ヽ：出—子 ；はご色土ロームプロソク酸化鉄 ］りぷ言三‘’t;—
S K116 
l疇配ローム粒子、ロームプロック｀薗滋白色位n l黒褐色土 ローム粒子ノ少量、炭化粒子・白色粒子微璽
2褐色土ロームプロック多量 2烈褐色土 ローム大プロック SK124 SK125 SK126 
3貨如ロームプロック 3 黄褐色土 ロームプロック

s排22k□□I⇒ ：口 A：□ A_□ュ：ロユ
A A 
•一 L=l l. 600 ―

S K122 
I燃褐色土 酸は安多量ローム粒・臼五磁勝凶瀑
2黒褐色土 酸は知項Lローム粒子多曼 ．冊2了少曼
3暗褐色土 醐は剋漫、ローム粒子・ロームプロック多量

4黄褐色土 ロームプロック多量木恨

SK127 

.f:_ L=ll.600 撹乱_.!,: .:-ヒ11.600 ---6: A―L=ll.600 ---6. 

胃 sk1冒三言□三疇
SK123 I黒褐色土 醐改悠量ロー出立子・白巴ゴI叩了少璽 S Kl25 
I凩褐色土 2黒褐色土 醐頃・白包碍榊好サ少量ローム粒子多量 1黒褐色土 醐は忽量ローム粒モ少量
2暗褐色土 3暗渇色土 酸｛ばU漫トローム粒子・ロームプロック多曼 2黒褐色土 ローム粒子多量醐頃剋漫

A A‘ —L0ll. 600 — 

三
S K126 
1凩褐色土 醐は忽漫、ローム粒子・白色勾紐辺遭t
2暗褐色土 園a剋漫、ロー墳・ロームプロック多曼

仁 A' 

SK128 SK129 SK130 

A_/̀口]AA-IOユ 仁／0 ユ

A_ L=ll.600 -A: と- L=ll.500 _.!,: _I;_ L=ll.500 -A. 

},_ L=ll.600 ー：
冒 冒胃

S K127 
1黒褐色土 酸化鉄少量｀ローム粒子多量白色徴細粒少量
2暗掲色土 酸化鉄少量、 0ーム粒多量ロームプロック多量

3にぷい黄褐色土 ロームプロック多量、木根

A―L=ll.500 ⇒'. 

言

SK128 SK129 SKI30 
1黒褐色土 郎は唸曼、ロー山立子・白色微罹辺漫 l暗褐色土 醐＇頃む遭` ローム粒・ロ ームプロック多量 1黒褐色土 酸i頃悠量^ ローム粒子・白色磁哄叫漫

2黒褐色土 酸｛改剋慢、ローム粒子多量団ヨカ膝凶量 2黒褐色土 酸lbl剋遭^ ローム粒子多量、血コ功＇』恥少曼
3暗褐色土 閥頃剋曇、ローm・ロームオック多量

SK133 

s:Dl Sk口L

SKI31 
l黒褐色土 酸化飲多量、ローム粒 ・白色徴紺粒少量
2黒褐色土 酸化鉄少量、ローム粒子多量白色徴紐粒少量
3暗褐色土 酸化鉄少量、ローム粒子ロームプロック多量
4にぷい員褐色土 ロームプロック多量

A_ L=ll.500 __A', 

言

□: 
/1_ 1二11.500 ~-

三言冒言
SK133 
I黒褐色土 醐は矢ロームプロック、証笠燦殴
2暗褐色土 圧—ムプロック多量雌強巌的4漫醐改たオ根多曼
3 ~ぷい賣褐色土 ローム粒子多量

A A' 

冒
S K134 
1凩褐色土 酸化飲多量、ローム粒 ・白色微絹粒少量
2暗褐色土 陰化鉄・ロームプロック少量
3褐色土 ロームプロック多量

SK135 

A 

_A: 

Sにロ ロユ □38ロ
に L=ll.500 __t-・ 

言LL=ll.500 A
-

言冒言
SK136 
1黒褐色土 酸化鉄多量、ローム粒・白色微細粒少量

企-L=ll.500

冒
A' 

S K!37 

11111褐色土 酸化鉄・ロームプロック少量
2褐色土 ロームプロック多量

S K135 
［黒褐色土 酸化鉄多量、ローム粒・白色微紺粒少量

2褐色土 ロームプロック多量

SK138 
1黒褐色土 酸i改冦量麟ローム粒・白ーn旧力量
2暗褐色土 酸旧灰・ロームプロック少量
3褐色土 ロームプロック多量

2m 
1 60 
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第71図 土壊（6)
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仁 L=l!.600 ユ '.

言
S K139 

1嘲駐吐醐頃，ロームプロック少量
2褐色土 0ームプロック多量

A 
~L=l l. 600 

A' 

冒
SK 140 
1暗褐色土醐頃・ロームプロック少量

2褐色土ロ一ムプロック多曼

A 
'-----L=ll.500 ー：

にL=ll.500

一言冒皇言言

JA-s□ 44ロロロ三竺―¥)ユ
□ 冑二事□
SK146 SK147 SK148 SK188 ：己竺よ芯”庫 ：三＝一竺量 ：五g::t: :”'”少璽 言言言言言皇言言言］

や万I ¥ ¥ 

こ／／ 1） SK188 1 1 SK147 ¥ I旦 ーn: 届[I」；；；言ロロ：口：ll

／ ：：：口：心少：冒 冒＇：三巳

冒
S K141 

I 熙蛇止醐は移量ローぷ• U四 IllJ漫
2褐色土ロームカコック多量

A A 

一 ‘

C 
"----L=ll.500 

口／〕A ：ロロ
｀贔言・S Kt52 
1暗褐色土 酸化餃・ロームプロック少量
2褐色土 ロームプロック多量

□]上
.~ L=ll.500...!:'.  

冒
S K157 
1馴祉蜘薫窪ロー罐・白UU釦少量
2噂紀L 劉鳴・ロームカック少量

SK153 
1 黒褐色土酸｛は茨多量、ローム粒 • O← [U肌上レ量
2暗褐色土酸化鉄・ロームプロック少量
3褐色土ロームプロック多量

SK158 

／ 口上

とL二ll.600 A' 

言冒冒言
S K158 
1黒褐色土 酸化餃多量、ローム粒 、白色微絹粒少量
2暗褐色土 酸化鉄 ・ロームプロック少量

□口ら＝11.5晶_!.:,.,_L=ll.500 2 _2・ 

s k155疇言冒言□`； :mし：芯，¢色霞絹粒少］5:：：しご芯二霙図量
SK154 
1暗渇色土酸化鉄・ロームプロック少量
2褐色土ロームプロック多量

□ 胃 曲閂：酸化鉄

S K159 
l暗褐色土 酸(b鉄 ・ロームプロック少量
2褐色土 ロームプロック多量

2m 
1:60 
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第72図土壊（7)

SK161 ] sk162 SK163 SK164 

ロ ムA-0A口□ユ AI□土

.A-L=ll.300 ユ：A,._L=ll.300 _t,:．と— L=l l. 200 _!,'. A._ L=ll,40。 一

言言言言冒言言言三言冒言冒
SK161 SK162 SK163 SK164 
I暗褐色土 白色頌曲派遷ローム粒醐滋 1暗褐色土 白色微紐粒 1暗褐色 土 白色微細粒 1暗褐色土 白色徴絨粒
2にぶい負褐色土 ハードロームプロック少量 2暗褐色土 ローム粒子、酸化飲 2暗貨褐色土 ローム粒，ロームプロック多量酸化鉄少量 2暗褐色土 ローム粒子、酸化鉄

3褐色土ローム粒子

□□」 SKA]ロュ：0ュ：ロ
A-L-11500ュ三に L=ll.900 _A  

胃
S K165 
1暗出色土 ローム粒微量、炭化物微量
2暗褐色土 ローム粒微量、炭化物多量
3仄貴褐色土 やや粘性有、炭化物筍曼

4黄褐色土 ロームプロック多量、 壁面の崩れ
5 Ill灰色土 しまり有、炭化物多量

S K¥72 
1黒褐色土 0---ムズコック` 醐は唸畳
2 にぷい貴褐色土 ローム粒多量 1層混入

A — L=l l. 400 

言三三
SK166 
1暗褐色土
2暗褐色土
3 黄褐色土

4 黄褐色土

□s: Sロロ⇒ ＼sk]□［ s：BOこ
ジ 三；冒

S K173 
1黒褐色土 ローム粒、酸化鉄少量
2灰色土 ローム粒多量、酸化飲少曼
3黒色土腐梢貫多曼

_A' 

•L- LcJ2.000 _1;: -~ Lc12.1()() 

A 

S Ki69 S Kl70 

l黒褐色土 ローム粒 1暗褐色土 醐改た・ローム粒セ少量
2にぷい負褐色土ローム粒 2褐色土酸il1短量

3暗褐色土 ロ一Lふ行多量
4 にぷい賛褐色土 ローム粒子、ロームプロック

S K176 
1黒褐色土 酸化鉄、ローム粒子
2暗褐色土 ロームプロック

SK174 

-A 

114 

B' 

仁 L=ll.900 _p,・ 

8-L=ll.900 

三
SK174 
1黒褐色土 酸化餃多量、ローム粒少曼
2暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多量

S K175 
I照褐色土 酸化鉄、ローム粒
2暗褐色土 ロームプロック多量
3褐色 土 ローム粒多量

S K180 
I凩褐色土
2黒褐色土 ローム粒少量
3暗褐色土 ローム粒多量

SK187 

口
馴
胃

y|
0

0

8"11
"

1

|

v

 

旦／
 

T・ 

.4 

＇ 
B-

A' A_ L=!2.000 ＿上' .8_L0ll.300 B' 

言二 冒
SK193 

ロ よ：0⇒口
に L=f1. 100 __1;: 

賢

言i豆五竺卜買

ー
SK190 

仁

·~ L=IZ.100 ー上 A... L=ll.300 ー' IL  Lcll.300 ー ＇

A_ 

A-ヒ11.500

ー上＇．

-A'・ 

2m 
1 60 
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第73図 土壊（8)

SK195 

．~ ~\I I ユ'

<
~L=ll. 600 ~ 

SK200 

A-

SK196 SK197 SK198 SK199 

□：□）ュ：0⇒
-~L=ll. 300 ---.!::.~L=l!. 500 ---.!:: -~L=l l. 300 ュ'. -~L=l l. 300 ~ · 

口
SK167 

／ /‘ 

ロ| -ー、~ \

排
水
溝

L 

SDIOI 

SK168 

!L L=ll.500 __1''ー!L1=1!.400 ュ・

” 
仁 L=ll.600

S K191~194,196~199 共通

1 焦色士 しまり弱、酸化鉄・植物質多

2 黒褐色土 酸化鉄、ロームプロック少

3 暗褐色土 ロームプロック多

4 黒色土 ロームプロック少、植物質

5 黒色土 ロームプロ ック多

6 にぶい黄褐色土 9 ーヽ ドローム大プロック多

SK195 
A' 
_,  1 黒色土 しまり弱、腐植質、酸化鉄微、ロームプロック少

2 黙褐色士 しまり弱、腐植質、 酸化鉄微

3 黒褐色土 しまり弱、 F,微、ローム粒、ロームプロック

4 渇 色土 しまり弱、ローム粒多

5 黒色土 しまり弱、やや粘性有

6 暗褐色士 しまり弱、ロームプロック多

7 黒褐色土 しまり弱、ローム粒

8 暗褐色土 しまり弱、ローム大プロック(5~7cm)多

A'9 黒褐色 土 しまり弱、ローム粒少

10 黒褐色土 しまり有、 ローム大プロック少

SK167,168 

1 黒褐色 土 しまり弱、 0-A粒子

2 にぶい黄褐色土 しまり弱、ロームプロック

3 黒色土 しまり有、ロームプロック ・酸化鉄少量

4 隋褐色土 しまり有、炭化粒、ロームプロック

5 褐 色土 しまり有、炭化粒、ロームプロック

2m 
1 60 

番号 グリッド 長径 短径 深さ 主軸方位 平面形 備 考

193 C • D-19 120 68 75 N-33°―E 楕円形
194 A・アー18 137 103 107 N-25°-W 楕円形 SK133と重複
195 アー16• 17 113 109 112 N-26"-E 楕円形
196 B-18 123 77 65 N-44°-E 楕円形
197 ウー15• 16 144 85 86 N-75°-W  長方形
198 カー16 90 47 40 N-6°-E 長方形

199 キー17 137 72 26 N-59°-W 長方形 SD101と重複と重複
200 I-14・15 107 117 63 N-57°-E 楕円形

(5) ピット（第74図）

ピットは総数243基検出された。時期の特定できる

ものは殆どない。 また、これらのピッ トの中には木根

によるものもかなりの数があるものと思われる。分布

は、アー19• 20グリッドにやや纏まって検出された他

は、散漫な状況である。アー19• 20グリッド部分につ

いては住居跡などの遺構を想定して確認したが遺物等

は皆無であった。調査では遺物が出土したものについ

てはグリ ッド毎にピッ ト番号を付して土層断面の観察

を行った。ここでは、それらのものについてだけ報告

するに留め、他のピットについては省略する。
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第74図ピット

アー24GP1 ¥ アー24GP2 

に口土．A-0/
企-L=ll.100 ..B:企 L=lLlOO2・ 

三言
アー24G Pl アー24G P2 

l 煤色土 ロ一ム粒多 1 黒褐色土

2 烈ば吐 ロームプロック多 2 暗隊五土ローム粒子

ゥー17GPl ウー17GP2 クー19GPl クー19GP2 コー21GP1 

Aム-9塁●G P1 ¥ ム

｛、匂
心(¥◎/土． ｀よ~ 〈◎＼ユ

A`L=19.9.ム3. 
LL=1L200~- A L01l.500 A' .AL=ll.400ム．． ,LL•l l. 200 J:,: 

言

｀ 
］ 〕 言

ウー17GPI ウー170 P2 A-24G PI 

1 黒色土 酸頃疼i l黒色土閲は完5 1 黒褐色土

2 に如ローム 2 黒褐色土

3 暗褐色土

B-22G Pl / B-22G~ / C-20G ~ C-21G Pl ¥ C-21G P2¥ F-28G Pl¥  F-28G P2 F-29G Pl 

三：口：：：／ ：L]  ：口土土 ： L：: A：一｀ :言：
冒□□□□冒 二［閏賛言
8-22G PI B-22G P2 C-20G PI C-21G Pt C-2IG P2 F-28G Pl F -280 P2 F-29G Pl 

l黒ロ一ム屈改璽 I 閣年。ームプロック、醐は度 1 黒渇色土ローム悩剛員 l 黒投吐ローム粒微曼 1 叡リー如 l 陪オリー如 l 閣巌出； ロー叩 1 黒褐色土

白cm四 2 褐灰色土酸iは剋項I 2 烈褐色土ローム粒多量酪＂は茨 2 凩如ローム粒多曼郎頃 2 オリーカ 2 オリーオ 2 黒色土 ローム粒微 2 貿灰色土
2暗ロームプロック 3 暗褐色土ロームプロック 3 暗渇吐ロームプロック 3貿褐色土 3 煕＆丑 ローム粒微 3 黄灰色土

3 貿敗吐ロームプロック｀ 4 蜀胞土ロームカック、圃滋 4 蜀胞止口→グロック、醐頃

酪頃 5 闊褐色土ローL粒

F---29~ ¥ G-29G P2 l G-c  

と口上と◎＼I¥ ：口： G：口：口上｀ ｀》土

.A_L=l!.100 _.1,:,.IL.L=l0.900__.B: -~L=l l. 000 ~:.ILヒ10.BOO ...h' '.IL.L=!0.800 ...h‘・・.ILL=l2.000 ...h: □＝12.000 __.B 

冒 彗冒冒冒騒冒
F-29G P2 

1 /II褐色土

2 黄灰色土

3 暗灰黄色土

G-29G P2 

1 黒色土

2 熙色土

G-29G P3 

1 黒色土焼土徴量

2 熙褐色土

G-29G P4 

1 褐灰色土

2 熙色土

3 黒 色土

G-30G Pl 

1 黒色土

2 黒色土低り•-夕＾

K-24G PJ 

A＿ぐこ：》土

k-25GPン／

｀｀ユ
"---L=IZ.000 _A" ニAL言 (<_L=l2.000 __!,.'. K-25G Pl 

2 35 
1黒色土飲，多星

冒溢＝

k -24G P l 

I累色土酸化萩

2凩色土酸i頃毬9

3凩色土酸lb!戻

k -24G P2 

l黒色土酸i改し

2 暗黄掲色土 ロームプロック

3 暗褐色土

2m 
1 : 60 

第19表 ピット計測表 単位 (cm)

ピット名 長径 短径 深さ 備考 ピット名 長径 短径 深さ 備考 ピット名 長径 短径 深さ 備 考

アー24 Pl 69 65 31 B-22 P2 68 67 35 G-29 P3 92 76 14 

ア ー24 P2 47 42 18 C-20 Pl 62 52 52 G-29 P4 39 28 38 

ウー17 Pl 38 34 37 C-21 Pl 54 49 45 G-30 Pl 60 54 20 

ウー17 P2 25 20 12 C-21 P2 52 42 10 K-24 Pl 69 36 34 

クー19 Pl 30 28 17 F-28 Pl 47 43 11 K-24 P2 66 35 26 

ク ー19 P2 36 33 26 F-28 P2 31 26 20 K-24 P3 81 32 47 

コ ー21 Pl 37 32 33 F-29 Pl 49 47 15 K-24 P5 21 20 18 

A-24 Pl 52 43 28 F-29 P2 60 59 15 K-25 Pl 58 29 40 

B-22 Pl 64 40 21 G-29 P2 36 32 19 
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第75図 グリッド ・その他出土遺物
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第20表 グリッド•その他出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

1 高杯 EHJ II 鈍い赤褐 30 表採

2 甕 (18.0) BHJ II 鈍い橙 15 西側南基本土層V層

3 益nロムロ HJ II 鈍い黄褐 20 K24-P5 

4 小形壺 HJ II 褐灰 30 S28 

5 台付甕 BEHJ II 鈍い黄橙 65 G27-No.1 

6 片口？ (10.6) BHJ II 灰 25 表採

7 甕 (17.0) HJ I 鈍い黄橙 10 H28-No.l 

8 皿 9 7 2.4 4 8 I 灰白 90 表採・染付， 円筒埴輪 ADHJ III 明赤褐 破片 H27-No.5 

10 円筒埴輪 ABEHJ Ill 鈍い赤褐 破片 表採

11 石製模造品 長さ400cm幅2.30cm厚さ0.45cm重さ6.41g 100 J26-No.2未成品？砂岩

12 磨石 長さ480cm幅440cm厚さ3.90cm重さ17.79 g 100 H28-No.63角閃石安山岩

13 磨石 長さ6.80cm幅5.85cm厚さ3.45cm重さ4522 g 100 H28-No. 6角閃石安山岩

14 磨石 長さ (5.SO)cm幅5.85cm厚さ3.05cm重さ3066 g 60 H28-No.62角閃石安山岩

15 凹石 長さ755cm幅620cm犀さ3.60cm重さ210.15g 60 H28-No.66角閃石安山岩
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(6) グリッド•その他出土遺物（第75図）

グリッド等で出土した遺物は少ない。小破片が殆ど

で、図示できたものもわずかである。破片数では土師

器が多いが、中世陶器もわずかに見られる。 6は13世

紀後半の山茶碗系片口、 7は常滑甕である。 8は遺構

に伴うものではないが、今回の調査で唯一の近世の遺

物である。埴輪は小片が遺構からも少量出土している。

平成元年度の騎西養護学校の調査、及び平成10年度に

(7) 木製品（第76図）

木製品は、主に中世の遺構から出土している。その

大半は、 I-25グリ ッドを中心とした第46• 47号溝の

間の低い部分で検出された。 1 • 6~12は第46号溝、

2 ~ 5は第47号溝、 13は第19号井戸跡、 14・15はピッ

ト出土である。 H常的な生活用具としては、 1の漆塗

りの椀がある。底部と体部の一部及び口縁部がごくわ

ずかに残っていた。遺存状況が悪く接合できないため、

図上で復原した。推定口径12cm、底径6cm、器高6cm 

である。黒漆地に朱漆で文様が施されている。 2は、

柄のようなものの握りの部分ではないかと思われる。

町が行った三番遺跡の調査で古墳力惰甜iされているこ

とから、これらの古墳に使われていたものが拡散した

ものと考えられる。 11は楕円形の剥片状であるが片方

に径1mmほどの穴が途中まであいている。穿孔途中の

ものかどうか判断に迷う。石質は砂岩である。 12~15

は角閃石安山岩の磨り石及び窪み石である。 15の側面

は多孔である。

3、4は板片である。 4は、図で裏面とした方が、火

を受けて炭化している。 5~7は性格不明。 8は杭の

先を尖らせた際の切片と思われる。 9~12は杭と思わ

れる。 13は一見板状のものである。表面を削っている

ようにも見えるが、傷みが激しく良くわからない。 14、

15はピットから検出されたものであるが、ピットはい

ずれも斜めに入っており人為的なものかどうかわから

ない。図示した木製品及び材については、樹種同定を

行った。詳細については付編を参照されたい。
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第76図木製品類
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V まとめ

1.小沼耕地遺跡出土縄文土器について
小沼耕地遺跡の調査では、縄文時代早期から後期ま

での土器が出土したが、このなかで最も良好な資料が、

翌穴状遺構から出土した、縄文剛勺前期末葉と考えら

れる土器である。比較的大型の破片が集中して出土し

ており、器形復元を行った結果、この土器は幅狭い日

縁部と頸部をもち、胴部は中間に狭い横帯を挟んだ3

帯構成の土器であることが明らかとなった。小沼耕地

が位置する荒川流域において初めての出土例であり、

器形がわかる資料は、県内でもほとんど出土例がない。

ここでは、小沼耕地出土土器をもとに、周辺の土器

との比較を試みるなかで、系譜関係を含めた位置づけ

を検討したい。

1 諸磯C式段階

小沼耕地遺跡の該期の土器は、胴部が多帯区画され

ること力叫荊致である。ここで、やや古い時期にまで遡っ

て、多帯区画の系統関係を探ってみよう。

胴部に多帯構成をもつ土器として、先ず諸磯b式が

念頭に浮かぶであろう。諸磯b式のキャリパー形深鉢

形土器は、湾曲気味の口縁部をもち、胴下半から底部

に強くすぼまることか特徴である。特に中葉以降では、

次第に日縁部の湾曲の度合いが強くなり、 b式の終わ

り頃には、口縁部の外反の度合いが強く、口縁中位で

「く」の字状に屈曲する個体が出現する。一方、胴部

では多数条を 1単位とした浮線や沈線が、間隔をあけ

て多帯に施文される傾向が強く、区画描線の上下から

貫入するいわゆる風車状入り組み文が単位文的に描か

れる個体が多い。諸磯b式から C式にかけての時間的

経過の中で、日縁部文様の施文部位の省略を伴いつつ、

屈曲した幅狭い口縁部から胴部に、文様施文の主体が

移行し、胴部全体を施文域とした縦方位の文様構成が

優位となる。しかしながら、長野県大倉崎遺跡や新潟

県大宮遺跡などでは、諸磯b式末葉から C式（古）段

階と思われる時期に、口縁部文様帯が屈曲せず、内湾

気味に開く深鉢形土器が報告されている。これらの文

様構成をみると、諸磯C式の胴部文様に通じるものと、

風車状入り組み文に関連する文様とがあり、後者は

（双）環状入り組み文と関連する可能性が考えられる。

また別の系譜と変遷課程を考慮すべきであろう。

関東の諸磯C式の深鉢は、平口縁の土器が主流とな

り、広面lA号1打吾跡や黒熊3号住居跡例のような靴

先状口縁の系譜をひく 4単位大波状口縁の士器や、緩

い波状口縁の上器が僅かに残るのみとなる。平口縁の

士器では、口唇部の貼付が次第に装飾的となり、糸井

宮前77号1打吾跡例のように、大型化すると共に単位性

を失いつつあったようである。

諸磯b式の終末から C式の古い部分にかかる資料群

には、縦構成文様の土器と共に、胴部が横多帯構成さ

れる土器が多く含まれていることに注目したい。糸井

宮前81号住居跡資料のように、縄文地上に横位沈線帯

が施文されるものや、沈線帯間に矢羽根状の沈線文が

施文されるもの等がある。前者には横帯間の一部に風

車状入り組み文が施文される事例が多く、この種の文

様構成が、どの継承されているのか考慮すべきであろ

う。後者に施文された矢羽根状の沈線文は、単位文と

しての風車状入り組み文を区画するような形でしばし

ば用いられていた文様要素である。多帯区画の土器で

は、まれには、中善地宮地遺跡例のように、鋸歯文が

重畳する例もある。この種の士器群は、特に関東の諸

磯 C式の中位の時期には、ほとんど見いだすことがで

きないが、 C式の新しい時期には、平行する中部地方

の土器群に、横多段構成の土器を頻繁に見いだすこと

ができる。

諸磯C式の縦構成文様の中には、糸井宮前81号住居

跡例のように、本来の横多帯区画の要索を覆うように

文様力斗苗かれた土器がある。また、諸磯C式の縦構成

胴部文様は、口縁部とは異なり、地域・類型を異にし

ても極めて共通性が強く、口縁部文様が異系統の展開

を有していたことを暗示する。
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装飾貼付文類の最も新しい様相の土器群は、群馬県

芳賀北曲輪遺跡、大胡町上大屋遺跡で良好な資料があ

る。埼玉県内では、上尾市在家遺跡で住居跡力咽糾iさ

れたほか、針ケ谷北通遺跡、川口市赤山遺跡で断片的

な資料がある。山梨県天神遺跡では、この類の土器と

細い棒状の結節浮線文土器が住居跡から出土してい

る。

この時期の土器は、頸部が伸張し幅広くなることが

器形上の特徴で、これに伴い、貼付装飾が日唇上に押

し上げられた格好となってくる。中部地方の細い棒状

浮文の例や、（双）環状渦巻き文力哺§文される土器をみ

ても、括れ部から上半の口縁部文様施文部位が幅広く

とられていること力吋甜敗である。この胴部文様に共通

の基盤力碍忍められると共に、文様施文部位の類似性か

ら、一方では口縁部が、他方では頸部文様帯幅が伸張

したように思われる。

この時期の土器には、たとえば松原遺跡例のように、

胴部が多段区画された例をしばしば見いだすことがで

きる。このような土器は、棒状浮文の例のみならず、

渦巻き文の土器にも認められており、関東で諸磯C式

とされる土器の胴部が縦方位の幅広い文様構成を指向

していることと比較して、一線を画しているといえる。

前時期の土器群の様相が今ひとつ明確となり得ていな

い現在、早急な結論は控えたいが、関東で衰退した多

帯区画の系統が中部では強く継承されていることを想

起させる土器と言えよう。

鍋屋町遺跡で出土した土器は、極めて特徴的である。

編年的位置が未だに不安定であるが、口唇部の細い貼

付文と、直下の鋸歯状の結節浮線文のあり方からみて、

諸磯C式新段階に想定できる。胴部上半に施文される

文様は、諸磯式の風車状入り組み文に極めて近い。器

形上では諸磯C式に近いが、文様系統は異なっている

ようである。

2 十三菩提式（古）段階

諸磯式に後続する土器群を広義の十三菩提式と呼称

し、周辺の土器群との対比関係から大きく 2時期に区

分して考えている。県内の資料を通覧すると、日高市

八幡遺跡2号住居跡からは横多帯区画の土器と共に、

縦の結節沈線文の士器や、上大屋遺跡例のような大柄

な縦方向の貼付をもつ土器が住居跡から出土した。上

尾市在家遺跡からも同様の出土例がある。一方で、わ

らび沢岩陰遺跡や群馬県神保植松遺跡出土上器が、諸

磯 C式新段階の資料を伴っていないことから、十三菩

提式（古）段階とに時間差が存在する可能性が高いと

言える。一方、 中部地方の土器群では、松原遺跡や花

烏山遺跡、荒神山遺跡例のように、密接した（双）環

状渦巻き文類や、横にのびる レンズ状の沈線文の土器

が存在し、この種の土器には、多くの場合縦構成の文

様が描かれることが多いようである。図示した松原遺

跡例のように、縦構成の文様も変容しており、直線的

に胴部を分割する描線と共に、縦分割の描線を廃し、

菱形状に文様を描くものがある。これらの土器に平行

する形で、印刻手法を伴ういわゆる鍋屋町系土器が介

在すると考えられ、真脇遺跡や安田古宮遺跡での福浦

上層II式や鍋屋町II式が平行関係にあると考えられ

る。福浦上層II式にみられる縦構成の文様は諸磯C式

系とは異なり、口縁部に描かれた文様を胴部に転写し

ているように考えられる。この意味において、松原例

の諸磯C系胴部一帯縦構成とは相違力肴忍められる。扇

平遺跡にもこの時期の土器がまとまっている。松原遺

跡SQ3025はこの様子をよく表す一括資料といえる。

関東ではこの時期の様相が不明瞭であるが、多摩

ニュータウン N0482例のような横多帯区画文の土器

などと共に、わらび沢例や妙正寺川例のような細かな

縦の矢羽根状文にハの字や鋸歯状の結節浮線文の土器

が関わっているようである。川日市東野遺跡は、包含

層出土土器であるが、大宮台地周辺の該期の組成をよ

く示した事例といえよう。このようにみると十三菩提

式への変遷は、ある意味では、異系統要索を介在して、

極めて急激に引き起こされた現象といえる。

十三菩提式 （古）段階は、器形・文様帯・文様構成・

文様要素が以前にもまして交錯し、様相は複雑である。

中部的な諸磯C系の土器が命脈を保つ一方で、多帯区

画文系の土器が主体を占めるようになる。多帯区画文
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系の土器がこの時期に出現したものではなく、系統的

に土器組成の一角を占めていたことは明らかである。

多帯区画文の土器は、十三菩提式（古）段階では、一

横帯の幅が狭くなり、多数の横帯が重畳する傾向が顕

著である。横帯区画は、縦に貰通する文様構造をもた

ないことから、それぞれの文様構成が独立しており、

このことが様々な文様が施文される基礎となっている

ようである。この時期の文様は結節浮線から（結節）

沈線線文あるいはヘラ切り文へと推移し、印刻手法を

加えることによって、浮文的な印象を与えていると言

えよう。

3 十三菩提式（新）段階

十三菩提式（新）段階の土器を通覧すると、胴部が

多帯文の土器、文様帯が口縁部・頸部・胴部に区分さ

れた土器があり、個体によって文様が異なる様々なバ

リエーションが生まれている。小沼耕地遺跡の土器を

みると、文様施文が、口縁部・頸部・多帯の胴部に区

分され、各々に描かれる文様に関連性がないことから

みても、横多帯構成系の伝統上に存在することが明ら

かである。

この時期の周辺地域の土器を通覧すると、横多帯文

系の土器と共に、胴部文様帯が多帯区画されない土器

も多いように思われる。例えば、大洞1号住や上の平

34号住居跡例をみると、あたかも扇平遺跡や安田古宮

遺跡、真脇遺跡例に後続する土器であるように考えら

れ、この系統か新旧に区分され得ることを示唆してい

る。これらの土器に平行する真脇遺跡や大洞3号1む吾

跡例をみると、区画描線内に鋸歯状や格子目状の沈線

カ兜填されており、いわゆる踊場式とされた土器に近

いようである。文様構成と共に、恐らく充填手法にお

いても系統を異にする部分があるのであろう。この時

期の土器は同じ文様構成の土器が存在し得ないといっ

てよいほどバリエーションが豊富である。その理由に

ついても簡単に触れたところである。落越遺跡14号土

坑からは、いわゆる大歳山式が出士している。また横

浜市桜並遺跡ではこの時期の住居跡が発見されてお

り、さらに郷田原遺跡ではこの時期の大型住居跡力哺訃

査されていることも付記しておきたい。これらの成果

をみると、朝H下層式と呼称される細い（結節）浮線

文の土器、福浦上層式の新しい部分即ち扇平遺跡の新

しい部分、いわゆる松原タイプと呼称された集合沈線

文の土器が平行関係にあると考えられる。また東北で

は大木6式の新しい部分が、西日本では大歳山式が並

行関係にあることが明らかとなった。山形県吹浦遺跡

SK1079はこのことをよく示す一括資料といえる。小

沼耕地遺跡に近い、白岡町タタラ山遺跡で出土した細

い浮線文の土器2例は、東北的要素をもつ土器として、

小沼耕地遺跡出土土器と平行関係にある資料といえよ

うか。

大洞例をみてもわかるように、横多帯構成系と縦ー

帯構成系は、例えば扇平や踊場のような土器群に一様

に存在していることに注意したい。このような施文構

成の有り様を系統的に追求するならば、その起源は諸

磯 C式にたどり着くであろう。

諸磯C式の編年的位置については先に触れたとおり

であるが、縦方向の文様構造は、十三菩提式（古）段

階の（双）環状渦巻き文類型を経て、十三菩提（新）

段階、中期初頭に継続する区画構造と見なすことがで

きる。

このように見ると、図示した中部•関東の土器は、

諸磯C式（古）段階で急速に普及した縦と、従来の多

帯が文様構成上の指向性として存在し、この要素を基

礎に文様施文手法の変化•印刻手法の採用などが重層

的に加わることによって、様々な土器のバリエーショ

ンが生じたのであろう。

小沼耕地出土土器は、このような土器製作上の系統

性を持っていたこと力唖J起された。

玉川村寒風遺跡、玉川小学校遺跡、滑川町年中坂B遺

跡で断片的な資料が出土しているが県内に小沼耕地遺

跡例と比較し得る資料はほとんど存在しない。第78図

に示したように、長野県松原遺跡出土土器が最も近い

例となろう。

この時期には、例えば東北の大木6式（新）段階の

土器に見られるように、縦方位文様の骨組みだけを採
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用した文様妍皮及すると共に、北陸・中部・関東にも

結束をもつ縦の縄文施文や撚糸文が出土するなど、広

域な相互関係力噌忍められる。大歳山式土器の広域的な

波及も見逃せない。幅狭い口縁部文様と左右非対称の

突起、小沼耕地例のような抽象的な文様構成の確立、

五領ヶ台的な文様の出現など、前時期と比較すると、

より中期初頭的な色彩を持っている時期と言える。

埼王県内の出土土器

第78図には、埼玉県内から出土した前期末葉と考え

られる土器を掲載した。破片資料がほとんどであるこ

とから、他遺跡で出土した、器形がわかる土器を参考

資料として掲載した。

Aは松原遺跡で良好な資料が出土した土器で、比較

のためAl・A2に区分した。 Al類には小沼耕地の土器

ヵ井甘当する。滑川町年中坂B遺跡では、上下に印刻が

施された口縁部が出土しているが、口縁の屈曲はB類

に近い。胴部は結節をもつ縦回転縄文で、大木式的で

ある。玉川村寒風遺跡から出上した胴部破片は、曲線

的な沈線文様で縁取られ、内部に格子目状沈線文が施

され、空白部は印刻されている。 A2類は、日縁部に楕

円形の区画文を持つことから区分した。川日市赤山遺

跡から出士した資料は、器形は異なるがよく似た日縁

部である。

B顆はA類に類似した資料であるが、平行沈線文に

よって文様力寸苗かれた土器である。郷田原例のように、

口縁部がくの字状に屈曲する個体が多い。西大宮バイ

パス遺跡から出土した土器は、細片であるがこの類で

あろう。頸部に鋸歯文力斗苗かれる破片は、別個体であ

ろう。

C類は幅狭い日縁部の土器で、室ノ木遺跡の土器は、

口縁部に環状の突起をもち、真脇式の日縁に近い構成

である。玉川小学校内遺跡の資料は様相が巽なり、あ

るいは古い時期の土器であろうか。

D類は、寒風遺跡で出土した、細い結節浮線文の土

器である。文様の全容は把握できないが、底部付近の

破片では、曲線的な文様構成がうかがえることから、

あるいはA類のような文様を結節浮線文に置き換えた

土器であろうか。真脇遺跡では、このような細い結節

浮線文をもつ土器に対して、朝日下層式と命名した。

E類は内湾するキャリパー状口縁の土器である。鎌倉

公園遺跡出土土器の口縁部は、突起下で環状となる描

線か横方向に伸び、赤山遺跡例のような入り組み状の

文様を構成するようである。桜並遺跡、上の平遺跡と

共に、大歳山式の影響を受けつつも、真脇式の系統を

強く引く士器と理解できようか。

埼玉県内の資料は極めて少なく、他地域との積極的

な比較検討は困難である。今後の資料の増加に期待し

たいところである。
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2.古墳時代の遺構について
今回の調査では周溝が7基検出された。また、 2軒

の住居跡についても、周溝を持つ可能性があることを

指摘しておいた。

第79図は、これらの遺構を抽出したものである。今

回調査されたものは、全容がわかるものが少ないため、

平成元年度に調査されたものも加えた。

分類は、遺構の規模と周溝の幅から大きく 2つに分

けた。 I類は規模が小さく周溝幅が50c叫人下の狭いも

の (SJ3 • 4 SR 7 • 11・12) と、 II類は規模が大き

く周溝幅が50cmより広いもの (SR1~6 • 8~10)で

ある。 SR7は周溝幅が50cmより広いが規模が小さい

ため便宜上I類にした。更に、それぞれは内部にピッ

トをもつもの (A) ともたないもの（B)の2種類に

分けられる。規模で更に細分することも可能である。

周溝の深さは確認面の関係も考慮しなければならない

が、 30c叫人下と50cmを超えるものに分けられそうであ

る。幅と深さの関係については、狭いものは浅いが、

広いものは、浅いものも深いものもあり、深さとの関

係は一定しない。また、周溝の形態からも細分可能で

あるが、部分的にしか検出されていないものも多く、

ここでは一辺の中央と他辺の 1か所が切れるものと、

全周するであろうものがあるという指摘に留める。

I類については、 IAとした第3号住居跡は炉跡・

貯蔵穴は検出されていないが、規模・柱穴配置から住

居跡であることは間違いないであろう。第4号住居跡

は周溝の南側中央と北側半分が切れるが、規模と柱穴

配置から1柑吾跡と考えておきたい。更に、第3号住居

跡は北側に周溝状の溝 (SD67)があり、第4号1柑呂跡

は第6号周溝が住居跡に伴うものと考えたい。

I Bとした第11・12号周溝は、推定される規模や形

態から北陸地方などで弥生時代後期を中心とし、古墳

時代前期頃に見られる周溝遺構、或いは群馬県黒井峰

遺跡や中筋遺跡の平地式建物と類似する。岡本氏は、

北陸地方の例について平地式建物と考えている（岡本

1998)。また、大塚氏は平地式建物について、溝は深さ

20cm、幅は20~30cmが妥当であり50cm以上のものはな

いことを指摘している（大塚1996)。第11・12号周溝も、

周溝の状態及び想定される規模・形態から平地式建物

と考えておきたい。第12号周溝については、周溝を持

つ可能性も考えられる。

II類は、従来方形周溝墓と考えられていたものであ

る。及川氏は、関東地方の低地の周溝墓、特に方台部

にピットを持つものについては、周溝墓と考えること

に疑問を持ち、東海・北陸地方の低地部で、弥生時代

から古墳時代前期頃に見られる周溝を持つ建物を例に

あげて、これと同様のものであることを指摘している。

また方台部にピットを持たないものでも、短期間に激

しく重複するものについては、その全てを周溝墓と考

えることに疑問を呈している（及川1998・1999)。例と

して上げられたものには鍛冶屋新田口遺跡、小敷田遺

跡等とともに小沼耕地遺跡の「周溝墓」も含まれてい

る。福田氏は及川氏の指摘を受けて、周溝墓と周溝を

持つ建物をどのように認定・認識するかについて論考

している（福田1999a• b • c)。

IIA類 (SR1 • 3)は方台部に4基の柱穴を持つも

ので、及川氏によって周溝を有する建物ではないかと

して取り上げられたものである。これについては、福

田氏も今まで周溝墓としてきたものの中に、周溝を有

する建物跡が含まれることを「最も順当な理解」とし

て支持し、 IIA類を周溝を有する建物跡として認めて

いる（福田1999a)。IIA類を、周溝を有する建物跡と

する考え方には、ほぼ異論はないであろう。

IIB類 (SR4 • 5)は、方台部に遺構が検出されず

問題となる遺構である。福田氏は先の論考の中で、そ

れぞれを認定する目安として、周溝墓について 8項目、

周溝を有する住居跡・建物について 4項目を挙げてい

る（福田1999C)。本米なら各遺構を検討し、その目安

と比較した結果を提示しなければならないが、結論だ

け述べれば、その目安に照らしてもIIB類が周溝墓で

あるか否かの断定はできなかった。これは福田氏力唱i

うように完璧な周溝墓は存在せず、 したがって周溝墓

を認定する絶対的な条件はないというところからきて
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第79図 小沼耕地遺跡の周溝

IA 

SRll 

、． —．：：こここ-:.了ーニぶ

~• 9 9. 

戸
18 

SR 12 

も量

ll i : 、・マニーニ·-•ニここご3
18 

SR9 

’̀へ
I‘、
9 9 

' '  

い[
L

7

4
 

R

J
 

s

s
 

SAID 
- -•9一9 - • - - ~ ̀  

`0、̀

,—＇・—-ー一｀ー ヽ— ’ 一一、 ｀ ， 
¥ ', 

｀ 
’’ i J ，や．＇，
'' 
'' ,=, 

. ~- ---~ ---~ ---~ ~ ―~ ~ ~ー ー ・ .. ---・--

f ―‘‘  
’、 '
＼ ＇， 

‘、・• --~― ~ー・ ・・— ~--~ • -- ~ --~—` -、 ' 

' ' ，ヽ

i ' 

’’ ¥ I 

’. 9 
,•, 
¥ ' 
''  I ' 
I ' 
! : 
’’ ， ， 
i / ./ 

， 
， 
， 
』

し[l 

SR6 

SRB 

⑥ 

、＼

Il 

,¥
 

l

¥

『

'

7

,
1
1
1
1
ー
＼

＼

¥

r

,

‘
 

l

1

1

1

¥
9,911 

9

,
 

-

、

、 • 9 ,- • - - - - - - ~ - ~- ~‘‘ 
` :••.- - ・一ヽー 一 ー ・ ~ー ー一、 •‘, 

「‘‘ `̀ 
'' ', 
•, i‘’  
i ' ' 

i '’ , i ! 
, i , 

' '' 、 i,
i i 
9 , 

’’ i 

SRl 

:-
----]-¥ ．． 

llA 

、一 ＼ 

nA 

i

〈

52llB

R
 
s
 

SR2 

‘’ 縮尺 1 :400 

-103-



第80図 小沼耕地遺跡の周溝 と井戸の分布
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周溝・ 住居跡計測表

周溝 (cm)
番号 規模 (m) 内 部施設 備 考

幅 深 さ

S R l 7.7-8.4 130-180 13 柱穴3 (4) 高杯・鉢・甕・壺

SR2 170-280 20 五領期破片

SR3 10.4-11 0 160-180 50 柱穴3 (4) 甕・手捏

SR4 7.1-7.3 ll0-150 30 器台・高杯 ・甕

SR5 8.4-10.0 130-150 30 甕・台付甕．壺

SR6 (10~12) 60-155 20 SJ 4 or SR 7 高杯・ 琳・ 甕

SR7 3.8-4.0 80-105 15 

S R 8 9.2 85-120 70 柱穴？ l 碗 ・器台・高杯・鉢・甕・台付甕．壺

SR9 (14~15) 145-190 60 高杯・堪．鉢・甕．壺・土錘

（掘り込み面） 220 （掘り込み面） 90

S RlO 120以上 10 高坪・甕．壺•土玉

S Rll 5 5 30-50 5 土壊？ 高杯・甕（土壊出土）

S Rl2 5以上 16-31 10 柱穴？ 1 

S J 3 3 2-4.5 35-45 15 柱穴4 鉢・甕

S J 4 4 8-5.1 16-50 10 柱穴4 甕・勾玉

※規模は周溝内側上端の数値、（）は推定値を示す。周溝の深さは最大値である。 SRlの深さは実測図から測った。
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いる。逆にいえば、周溝を有する建物を認定する絶対

的な条件もないといえるであろう。

以上の分類を整理すると、小沼耕地遺跡の周溝遺構

は、 「周溝を有する住居跡」「周溝を有する建物跡」そし

て 「平地式建物跡」と分類した。ただし、 IIB類及び

全体の不明な第8~10号周溝については保留する。

小沼耕地遺跡の周溝について、かなりのものが集落

を構成する要素を持つ遺構と考えた。集落を構成する

要素には、他に溝、土瑠、井戸、生産基盤である畑や

水田など種々の遺構が考えられるが、本遺跡で検出さ

れた遺構では、井戸が単一の遺構として全体像が明確

であり、生活により密接であると考えられることから、

その分布と他の遺構との関係を検討する。

井戸跡は乎成元年度調査のものを含めると1甥計翁

出された。時期不明のものが多くどれ力哨雑月のものか

特定するのは難しいが、この時期の遺物を出土した第

4 • 17 • 18号井戸を、敢えて本遺跡での井戸の一形態

と仮定し、平面形が方形のものを抽出した。該当する

ものは5基あった。第80図は周溝遺構と井戸の分布を

示したものである。

分布状況は周溝の並びに沿うように北から南に点在

しており、各井戸間の距離は50~70mである。第9号

井戸跡は東側にあり第3~5号周溝のある一群に含ま

れる。この一群は西側の周溝から離れ独立した群のよ

うに見える。第3号井戸跡は第 1号住居跡、第1• 2 

号周溝に近くこれらの一群に入るのかもしれない。第

17号井戸跡は第6号周溝（第4号住居跡） •第 3 号住居

跡に近く、周溝からの距離も第3号井戸跡と第 1• 2 

号周溝との距離とほぼ同じである。第18号井戸跡は西

側の調査区外に周溝がある可能性があり、第10号掘立

村建物との距離も前2者と同様である。このように考

えることが許されるなら、周溝と井戸とはかなり密接

な関係を持つことを窺わせる。そして、井戸は日常生

活の場に必要なものであり、墓地としての周溝墓に付

随するものとは考え難いのである。周溝の分布は、あ

る一定の間隔で群を形成しているように見え、それが

周溝墓の根拠となるようにも考えられそうである。し

かし、 重複の多寡は集落の規模や継続期間によって

違ってくるであろう。

西側については調歪面積が狭く分布状況は明確には

分からない。しかし、周溝や平地式建物が存在し、こ

れらが組み合わされて構成されていると考えられる。

このような状況から、小沼耕地遺跡は方形周溝墓を

主体とする墓域ではなく、集落と考えられる。しかし、

中には周溝墓しての可能性が否定できないものも含ま

れており、今後の検討を待たなければならないが、ど

ちらとも判断できないようなものについては、個々の

遺構を個別に検討するだけでは限界がある。遺跡全体

の中で分析していくことが必要であろう。勿論、人が

生活している以上どこかに埋葬施設である墓地がある

はずであり、 他遺跡の例からも集落域から遠く離れて

いるとは考えられない。

集落の規模、構成を考える時、例えば黒井峰遺跡の

ような集落景観を想定して復原するには、畑や溝など

更に多くの構成要索を検討しなくてはならない。ひと

つの集落に含まれる構成要素として、各遺構をどのよ

うに認定するかということも大きな問題である。その

点からすると小沼耕地遺跡の状況はまだ不明な部分が

多く今後の課題として残される。しかし、今回集落を

構成する要索としての遺構に、新たに平地式建物と考

えられる遺構力惰泊出されたことは、これからの関東地

方の集落を検討する材料として大きい意味を持つと思

われる。

本遺跡内のみでの検討に終始し、 しかも時期別の検

討、遺物の分析、 他遺跡の類例や比較など多くの部分

を省いており、まとまりの悪い検討で内容も不充分な

ものとなってしまったことを反省する。なお、第80図

には騎西町教育委員会で調査した図面を合成しておい

た。報告書は、まだ出されていないため詳しい内容は

わからないが、第 1• 3号 「周溝墓」と同じように4

本柱穴を持つ周溝等が複数検出されている（註）。報告

書が刊行されれば小沼耕地遺跡についての更に具体的

な内容が明らかになると思われる。

（註）嶋村英之氏にご教示いただいた。
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付編

小沼耕地遺跡の自然科学分析

はじめに

小沼耕地遺跡（埼玉県北埼玉郡崎西町上種足所在）

は、加須低地南西部の沖積低地に立地する。

加須低地は館林台地と大宮台地に挟まれた沈降地帯

で、埋没した台地が各地で発見されている（堀口，

1986)。前回は、本調査地点の北側（現養護学校校地）

で発掘調査が行われ、水田耕土の下位から埋没した6

世紀代とみられる古墳が発見されている。今回の調査

区では、浅い谷状の窪み（以下谷と略す）を挟んで遺

物包含層か確認されている。また、縄文時代から古墳

時代のほか中世以降の遺物も出土している。

前回の発掘調査にともない、古墳の周溝を中心にそ

の埋積過程や周辺の古環境に関する自然科学分析調査

を行った。これを踏まえ、今回は、両側に包含層が広

がる浅い谷で採取した土壌試料を用いて、堆積物の時

代性や堆積環境、さらに植生変遷に関する分析調査を

行うことにした。また、中世の遺構などから検出され

た木材や種実について種類を調べ、当時の古植生や植

物利用に関する情報を得ることにした。

本報告では、前後2回にわたって行った自然科学分

析調査結果をまとめ、小沼耕地遺跡を取りまく古環境

変遷に関して総合解析を行った。そのため、前回の分

析成果を再録するとともに、さらに今回の新知見も加

えて再構成してある。ただし、化石の写真に関しては、

前回分は報告書とともに提出済であるため、今回検出

されたものを中心に整理、掲載した。

1 調査地点の概要

本遺跡が立地する加須低地は、北側の館林台地、南

側の大宮台地によって挟まれている。加須低地は沈降

によって形成された低地であるため、 しばしば沖積層

の下位に台地が埋没している状況が観察される（堀口，

1986)。このため、本遺跡のように本来台地上に構築さ

れた古墳などの遺構が沖積層の下から検出されること

パリノ・サーヴェイ株式会社

がしばしばあり、これが加須低地に分布する遺跡の特

徴のひとつとなっている（堀口， 1981a)。本地点では、

地表面下約lmのところから古墳築造当時の地表面が

検出されている。このことから、単純計算すれば、約

0. 7mm／年の沈降速度であったと考えられる。

本地点は、星川（現在は見沼代用水）の後背湿地に

あたる。星川は、旧荒川の脈状流のひとつである。荒

川の流路は近世の瀬替えによって入間川水系へと移っ

ているが（大熊 1981)、それ以前は加須低地を流下し

ていた。加須低地を流れる以前は熊谷市から南方へと

流下していたが、それが加須低地に移ったのは古墳時

代 (7世紀頃）以降のことであるといわれている（堀

口， 1993a）。このことから、縄文時代前期の包含層形

成時には台地として存在したが、沈降が進むにつれて

低地との標高差が減り、その後荒川や利根川が加須低

地へ流れ込むようになって低湿地化したと考えられ

る。 5~8地点の層相変化で、縄文土器や土師器力渇t

出される層準は黒ポク土であり、その上位に水成堆積

物力哺見っていることから、上記のような流路の変化が

示唆される。

2 試料

(1) 1号墳

前回の発掘調査の際に検出された古墳で、周溝内（1

~3地点）と墳丘部 (4地点）の4ヶ所から試料を採

取した。試料を採取した地点の層位、ならびに分析を

行った試料を図1にまとめて記す。

(2) 5~ 8地点

今回の調査区の璧面で、東壁 (5地点）、北壁 (6地

点）、西壁北側 (7地点）、西壁南側 (8地点）とした。

これらは、現地調査の際には1~4地点と地点名を付

したが、前回の地点名と重複するので、 5 ~ 8地点に

ふり直した。 7、8地点は縄文時代前期末の包含層が

分布するやや高い地点、 6地点は浅く緩やかな谷であ
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る。 5、6、8地点で分析用試料を採取したが、古環

境変遷に関しては 6地点を調査対象にした（図 1)。ま

た、谷では根材の残る倒木痕が存在したためこれも採

取し、樹種同定ともに放射性炭索年代測定を実施した。

(3) 材・種実

試料は、中世の溝などから出土した木製品15点（試

料番こ号1~15)と、種実遺体2点である。試料の詳細

は、材に関しては表3に、種実に関しては結果を記載

した報文中に示す。

3 分析方法

(1) 放射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭索年代測定研究室が

行った。

(2) テフラ分析

試料に水を加え、小型超音波洗浄装置により分散、

上澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより泥

分を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡および偏光

顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質である軽石、ス

コリア、火山ガラスの産状を調べる。

(3) 珪藻分析

試料を湿重で約5g秤量：し、過酸化水索水、塩酸の

順に化学処理し、試料の泥化と有機物の分解・漂白を

行う。自然沈降法で粘士分、傾斜法で砂分を除去した

後、適当贔計り取りカバーガラス上に滴下、乾燥する。

乾燥後、プリュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸60併音あるいは100併音で

行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査

し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に、 20併固体

以上同定・計数する（珪藻化石の少ない試料はこの限

りではない）。

種の同定は、K.Krammer and Lange-Bertalot 

(1986 • 1988 • 1991a, b)などを用いる。また、産出

した珪藻遺骸力迂見地性か異地1'生かを判断する目安とし

て、完形殻の出現率を求め解析の際に考慮した。同定

結果は、産出種をアルファベット順に並べた一覧表で

示した。

堆積環境の解析にあたっては、まず塩分濃度に対す

る適応性から産出種を海水一汽水一淡水生種に分類

し、淡水生種については更に塩分・水索イオン濃度

(pH)・流水に対する適応性について生態区分する。

そして、産出個数全体を基数として、 2.0％以上を示す

分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成す

る。環境解析にあたっては、安藤(1990)、伊藤・堀内

(1991)の環境指標種群を参考とする。

(4) 花粉分析

試料約lOgについて、水酸化カリウムによる泥化、

師別、重液（臭化亜鉛：比重2• 2)による有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシ

ス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃

集する。残漆をグリセリンで封入してプレパラートを

作製し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を操作し、

出現する全ての種類(Taxa)について同定・計数する。

結果は、各種類毎の一覧表として示す。また、木本

花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・

胞子数から不明花粉を除いたものをそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

(5) 植物珪酸体分析

試料約5gについて、過酸化水素水と塩酸による有

椒物と鉄分の除去、超音波処理 (SOW,250KHz, 1 

分間）による試料の分散、沈降法による粘土分の除去、

ポリタングステン酸ナトリウム（比重2• 5)による

重液分離を順に行い、物理・化学処理で植物珪酸体を

分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈した後、

カバーガラスに滴下し、乾燥させる。その後、プリュ

ウラックスで封入してプレパラートを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、

出現するイネ科植物の葉部（葉身と葉鞘）の短細胞に

由米する植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）お

よび葉身の機動細胞に由来する物珪酸体（以下、機動

細胞珪酸体と呼ぶ）を、同定・計数する。なお、同定

には、近藤・佐瀬（1986)の分類を参考にした。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧

表で示す。また、各種類の出現傾向から、生育してい

たイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を
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作成する。出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率

で算出する。

(6) 樹種同定

剃刀の刃を用いて木日（横断面）・柾目（放射断面）．

板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製し、ガム・

クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グ

リセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラート

を作製する。作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で

観察・同定する。

(7) 種実同定

双眼実体顕微鏡下で観察し、その形態的特徴から同

定を行なった。

4.結果

(1) 放射性炭素年代測定

谷の肩部に存在した風倒木の年代測定結果 (1950年

からの年数）は、 1700土80A.D. 250 (CodeNo. Gak 

-19504)であった。

(2) テフラ分析

a. 1号墳

結果を表1に示す。軽石は2種類検出される。 一つ

は、 1地点の試料番号17と2地点の試料番号6~15で

認められる。灰褐色を呈し、発泡はやや良好～やや不

良のものである。また、軽石の中には斜方痺石の斑晶

を包有するものも認められる。この軽石はその特徴と

産出層準から、 A.D. 1108年（天仁元年）に浅間火山

表1 I号墳のテフラ分析結果

試料 スコリア 火山ガラス
地点
番号 祉 色調 • 発泡度 批 色調・形態

1地点 17 -

2地点 5 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -
12 - ＋ cl・ md 

13 -

14 -

15 -

4地点 2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

凡例 — ― 含まれない ＋徴品 ＋＋少拭 ＋＋＋＋ ：多埜

GBr：灰掲色 w:臼色
sg:やや良好 sb:やや不良 b:不良

c1:無色透明 md:中間型

軽 石

抗 色調 • 発泡度

++++ GBr • sg-sb 

GBr • sg-sb 
＋ GBr • sg-sb 
＋＋ GBr • sg-sb 
＋ GBr • sg-sb 
＋ GBr • sg-sb 
＋＋ GBr • sg-sb 
＋ GBr sg-sb 

＋ GBr • sg~sb, Wsg-sb 
＋ GBr • sg~sb 
＋ GB, sg-sb 

＋ GBr • sg~sb 

から噴出した浅間Bテフラ (As-B;新井， 1979)に

由来すると考えられる。

1地点の試料番号17はテフラカ哨農集しており、降灰

層準に相当すると思われる。ただし、 2地点の産状は

拡散しているため、その降灰層準は特定できない。も

う一つは、 2地点の試料番号12に認められるもので、

白色で発泡が不良の軽石である。この軽石はその特徴

と産出層準から 6世紀に噴出した榛名ニッ岳伊香保テ

フラ(Hr-FP；新井， 1979)や榛名ニッ岳渋川テフラ

(Hr-FA；新井，1979)に由来すると考えられるが、

微鼠であるため流れ込んだものと思われる。

b. 6地点

結果を表2に示す。軽石は試料番号4~8で中量

～微量認められる。いずれの軽石も灰褐色を呈し、発

泡はやや良好～やや不良のものである。また、軽石の

中には斜方輝石の斑晶を包有するものも認められる。

この軽石は、その特徴と産出層準から、 A.D. 1108年

（天仁元年）に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ

(As-B；新井， 1979)に由来すると考えられる。た

だし、本地点の産状は拡散しているため、その降灰層

準は推定できない。

火山ガラスはいずれの試料中にも微量含まれ、無色

透明のバブル型火山ガラスおよび軽石型火山ガラスが

認められる。前者は、その形態と色調から、始良 Tn火

山灰 (AT;町田・新井，1976)に由来すると考えられ

る。ATは、鹿児島県の姶良カルデラを給源とし、降

灰年代は約2.1~2.5万年前（町田・新井， 1992) と考

えられている。また、後者は立川ローム層最上部ガラ

ス質火山灰(UG;山崎， 1978)に由来すると考えられ

る。UGは浅間火山の軽石流期のテフラの細粒部であ

表2 6地点のテフラ分析結果

試科 スコリア 火山ガラス
附名
番号 昴 色調•発泡度 最大粒径 iit 色調・形態 祉

V 4 - ＋ cl・bw ＋＋ 

VI 6 - ＋ cl・bw ＋ 

VII 8 + B・b 0 8 + cl・pm +++ 
Vlll JO - ＋ cl・pm 

12 - ＋ cl・bw・pm -

14 - ＋ cl・bw・pm -

16 - ＋ cl・bw・pm -

凡例 ー ：含まれない ＋徴猿 ＋＋少保 ＋＋ ＋ ：中蘭

B:黒色 GBr:灰褐色

sg:やや良好 sb:やや不良 b:不良 最大粒径はmm

c1:無色透明 bw:パプル型 pm:軽石型

軽 石

色調 • 発泡度 最大粒径

GBr・sg-sb 0 8 

GBr・sg~sb 1 

GBr・sg-sb I 3 
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ると考えられており、その降灰年代は約1.2万年前と

されている （町田・新井，1992）。いずれのテフラも、

周辺の台地上に分布するローム層中に拡散しているも

のが流れ込んだものと考えられる。

スコリアは、試料番号8に黒色を呈し発泡は不良の

ものが微量認められるが、その由来と降灰層準は特定

できない。

(3) 珪藻分析

a. 1号墳

各地点の珪藻分析結果を図3に示す。以下に各地点

別に産状を述べる。

• 1地点

分析を行った全層準で珪藻化石が良好に産出する。

産出種は全て淡水生種である。産出種群は、21属9併璽・

23変種・ 1品種・種不明（属のレベルまで同定できた

もの）4の計124分類群である。珪藻化石群集は、試料

番号16と14の間の層準を境として大きく変化する。試

料番号20~16では水生珪藻が卓越し、試料番号14では

コケ・ 土壌表層・湿岩表面など常に大気に曝された好

気的環境に耐性の強い陸生珪藻（小杉、 1986)が優占

するようになる。

試料番号20~16の種群の生態性に関する特徴は、水

素イオン濃度に対する適応性で好酸性種が高率ないし

優占し、流水に対する適応性では好止水性種が高率を

占める。塩分濃度に対する適応性については、貧塩ー不

定性種と貧塩一嫌塩性種がともに高率を占める。ただ

し、群集組成は層位的に多少変化する。特徴的な種類

は、好止水性で好酸性の Anomoeoneisbrachysira, 

Frustulia rhomboides var. saxonica, Eunotia 

lunalis, E. lunalis var. subarcuata, Pinnularia 

gibba,流7]可＜定性で好酸性の Anomoeoneisgom-

phonemacea, Eumotia pectinalis var. minor，好止

水性の Aulacoseiraambigua, Cymbella gracils, 

Gomphonema gracileなどである。

試料番号14で優占する陸生珪藻の種群は、 Hantzs-

chia amphioxys, Navicula contenta, N. mutica, 

Pinnularia molarisである。これらの種群は、陸生珪

藻のなかでもとくに耐乾性の強い陸生珪藻のA群とさ

れる（伊藤・堀内， 1991)。

• 2地点

分析を行った全層準で珪藻化石が良好に産出する。

産出分類群数は34属177l重 • 43変種 ・ 3 品種・種不明 6

の22％分類群であり、産出種のほとんどが水生珪藻で

ある。

珪藻化石群集は試料番号7と4の間の層準で変遷す

る。試料番号15~7の種群の特徴は層位的に多少変化

するものの、好酸性種が高率であるか優占すること、

好止水性種が高率を占めることである。特徴的な種類

は、好酸性で好清水性種（渡辺ほか， 1986)Tabellaria 

flocculosa,流7l可淀性の Eunotiapectinalis var. 

minor, Gomphonema parvulum, Navicula 

cryptocephala, Anomoeoneis vitrea, Cymbella 

silesiaca,湖沼沼沢湿地指標種の Aulacoseiraam-

biguaである。

このほか、試料番号15では好アルカリ性で流水不定

性の Achnanthesminutissimaが多産する。

また、埼玉県の湧水で涵養された弱酸性の仙女ガ池

で衆麻重記載された Naviculasenjoensis（安藤ほか，

1971)が、低率ながら産出する。

試料番号4• 1では、好酸性種が減少し、好アルカ

リ性種力増加する。また、好止水性種が減少し、好流

水性種が増加する。特徴的な種は、好流水性の

Cymbella turgidula, C. minuta,好塩性で好アルカ

リ性の Cyclotellameneghinianaである。

• 3地点

分析を行った全層準の試料から、珪藻化石が良好に

産出する。産出種の分類群数は、 28属13#重•37変種・

1品種・種不明2の174分類群である。産出種のほとん

どが水生珪藻である。珪藻化石群集は、試料番号6と

2の間の層準で変遷する。

試料番号12~6の種群の生態性の特徴は、好酸性種、

好止水性種・流7K不定性種が多産することである。特

徴的な種は、好酸性で流水不定性の Anomoeoneis

vitrea, Cymbella amphioxys, Fragilaria vires-
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図3 1号墳の珪藻化石陪位分布図
海水ー汽水ー淡水生種産出率．各種産出率．完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は

淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。いずれも 100個体以上検出された試料について示

す。なお、●は 1％未満の試料について検出した種類を示す。
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図4 6地点の珪藻化石層位分布図
海水ー汽水ー淡水生種産出率．各種産出率．完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は
淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。
なお、●は 1％未満、＋は100個体未満の試料について検出した種類を示す。

cens var. exigua, E. pectinalis var. minor,好酸性

で好止水性の Anomoeoneisbrachysira, Frustulia 

rhomboides var. saxonica, Eunotia arcus var. 

bidens, Ta bell aria fenestrata, 好止水性の

Aulacoseira ambigua,流水不定性の Rhopalodia

gibberula, Gomphonema parvulumである。このう

ち、 Aulacoseira ambiguaは湖沼沼沢湿地指標種の

中の標微種とされる （安藤 1990)。

試料番号2• 1の種群の生態性の特徴は、貧塩ー不

定性種、好アルカリ性種流水不定性種が高率を占め

る。また、好流水性種も比較的多い。特徴的な種は、

流水不定性の Achnanthes minutissima, Gorn-
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phonema parvulum, G. angustatum,好流水性の

Cymbella sinuataである。

b. 6地点

結果を図3に示す。珪藻化石は試料番号4~8、23

の4試料から良好に産出するが、それ以外の 5試料は

少ない。化石が産出した試料の完形殻の出現率は、60%

前後のものが多いが、試料番号23は20％と低い。産出

種は淡水性種を主体とするが、本来汽水域に生育する

種も僅かながら産出する。

また、淡水生種の中には、一般水域に生育する水生

珪藻と陸上の多少の湿り気を1紺寺した好気的環境に生

育する陸生珪藻とが産出するが、試料によってその割

合が大きく異なる。産出分類群数は、 34属16冴重類であ

る。

試料番号23は、陸生珪藻が全体の80％以上と優占す

ることを特徴とする。産出種の特徴は、陸生珪藻の中

でも耐乾性の強いA群の Hantzschia amphioxys, 

N avicula mutica, Pinnularia borealis, borealis 

var. scalarisが20％前後検出される。これらの陸生珪

藻は、土壌表層付近に生育することから、土壌珪藻と

しても一般的なものである (Patrick,1977)。

試料番号8~4は、水生珪藻が優占し、種構成も近

似する。淡水生種の生態性の特徴は、多少の塩分には

耐えられる貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水

にも止水にも生育する流7]'<.:不定性種が優占する。産出

種の特徴は、とくに多産するものはないが、好流水性

のCymbella turgidula, 流水不定性の Cymbella

silesiaca, Diploneis ovalis, Gomphonema par-

vulum, Rhopalodia gibberula, Pinnularia viridis, 

Cymbella naviculiformisなどが産出する。このう

ち、 Cymbellaturgidulaは河川中～下流部や河川沿

いの河成段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集

中して出現する中～下流性河川指標種群の一種、 Pin-

nularia viridis, Cymbella naviculiformisは、水深

がlm前後で、水生植物が繁茂するような沼沢湿地に

生育する沼沢湿地付着生種群に含まれる。

(4) 花粉分析

a. 1号墳

各地点の花粉分析結果を、図4に示す。以下に各地

点ごとの産状を示す。

• 1地点

花粉分析を行った4層準の試料のうち、試料番号

14 • 20では花粉化石の保存状態が悪く、化石数が少な

い。試料番号16・18でも花粉化石の保存状態は悪いが、

前者ほどではない。試料番号16• 18の花粉化石群集は

類似し、木本花粉ではコナラ亜属が高率に出現し、ス

ギ属、クマシデ属ーアサダ属、アカガシ亜属などを伴

う。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科・

ヨモギ属を伴う。このほか水生植物のガマ属・オモダ

カ属などを伴う。

• 2地点

花粉分析を行った 7層準の試料のうち、試料番号

14 • 15以外の試料では花粉化石の保存状態が悪い。試

料番号14• 15の花粉化石群集は、木本花粉の産状は類

似する。コナラ亜属が高率に出現し、マツ属、スギ属、

クマシデ属ーアサダ属、アカガシ亜属などを伴う。一

方、草本花粉の産状は両試料で異なり、試料番号15で

はイネ科・ヨモギ属が多産する。試料番号14ではイネ

科、ヨモギ属、ナデシコ科が多産し、水生植物のガマ

属・サジオモダカ属・オモダカ属などを伴う。

• 3地点

花粉分析を行った2層準の試料のうち、試料番号9

では花粉化石の保存状態が悪く化石数が少ない。

試料番号12の花粉化石群集は、木本花粉ではコナラ

亜属が高率に出現し、アカガシ亜属・クマシデ属ーア

サダ属を伴う。草本花粉ではヨモギ属が最も高率に出

現し、次いでイネ科が高率に出現する。このほか水生

植物のガマ属・ミクリ属などを伴う。

• 4地点

花粉分析を行った2層準の試料は、両試料とも花粉

化石の保存状態が悪く、化石が少ない。

b. 6地点

各地点の花粉分析結果を図5に示す。
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図5 1号墳の花粉化石陪位分布図
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く

数を基数として百分率で算出した。なお、 0●は 1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料
について検出した種類を示す。

｀
 

。

贔
躙
I

f

5
0
-

ア
プ
ラ
ナ
科

r
・

ー

ー

1

_

o

カ
ラ
マ
ッ
ソ
ウ
屈

c

ナ
デ
シ
コ
科

。

サ
ナ
エ
タ
デ
節
ー
ウ
ナ
ギ
ッ
カ
ミ
節
’

ミ
ズ
ア
オ
イ
屈

L
.

ヵ
ャ
ッ
リ
グ
サ
科

コ

，

イ
ネ
科

L

_

卜

1

_

|

1

オ
モ
ダ
カ
屈

）

ミ
ク
リ
屈
．
＂

ガ
マ
屈

_
 

ー

ス
イ
カ
ズ
ラ
屁

ウ
コ
ギ
科

二
レ
辰

I
C
E
g
i□□

1
1
1
1
1
1
1
1
1

コ
ナ
ラ
底
ア
カ
ガ
シ
亜
底
一

|

|

1

1

ー

1

'
ー

粉

コ

ナ

ラ

広

コ

ナ

ラ

亜

広

I
□|
1

1

1

|

~
扇

●

1
1
1
1
1
1
1

□
[

1
 

韮一
[

試
利
採
取
層

□45618
[

1

0

1

5

2

0

2

5

3

0

[

6

., 

第

、9

ml m

叶

層

1

草本花粉・シダ類砲子

図6 6地点の花粉化石隈位分布図
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を

除く数を基数として百分率で算出した。なお、 0●は1％未満、＋は木本花粉100個体未
満の試料について検出した種類を示す。

分析を行った4層準の試料のうち、保存状態が比較

的よかったものは、試料番号8のみであり、他の試料

はほとんど検出されない。木本花粉では、ツガ属、 マ

ツ屈、スギ属、コナラ亜属、アカガシ亜属などを伴う。

草本花粉ではイネ科が多産し、

ギ属を伴う。

カヤツリグサ科、

このほか水生植物のガマ属、

オモダカ属などを伴う。

ヨモ

ミクリ属、

(5) 植物珪酸体分析

a ． 1号墳

植物珪酸体分析の結果を表8、図7に示す。植物珪

酸体分析を行った全層準の試料から、植物珪酸体が良

好に産出する。以下、各地点別に植物珪酸体組成の層

位分布について述べる。

• 1地点

植物珪酸体組成は、試料番号20と18の間の層準で変

-115-



化する。試料番号20ではタケ亜科が優占する。このほ

かキビ族などを伴う。試料番号20になると、タケ亜科

が急減し、 ヨシ属力渭り加する。ヨシ属は上部に向けて

減少傾向を示す。

• 2地点

全層準の試料でタケ亜科が高率に出現する。このほ

か、キビ族・ヨシ属・ウシクサ族・イチゴツナギ亜科

が伴出する。また、栽培植物とされるイネ属が、試料

番号13以浅で連続して産出する。

• 3地点

植物珪酸体組成は、 2地点の組成と類似する。ただ

し、栽培植物とされるイネ属は出現しない。

• 4地点

全層準の試料でタケ亜科が高率に出現する。キビ属

が上部に向けて増加傾向を示す。

b. 6地点

結果を図7に示す。植物珪酸体は各試料から検出さ

れるが、試料番号34• 19では保存状態が悪い。

試料番号34、19、15では、タケ亜科が優占し、キビ

族、ヨシ属、ウシクサ族などが認められる。試料番号

I9でもタケ亜科が優占し、キビ族、ヨシ属、ウシクサ族

などか認められる。試料番号8ではタケ亜科が減少し、

ヨシ属やウシクサ族の産出が目立つ。 また、わずかに

イネ属も認められる。

(6)樹種同定

樹種同定結果を表10に示す。試料番号1は樹皮で

あった。また、試料番号10は、針葉樹であることは確

認できたが、保存状態が悪く種類の同定には至らな

かった。その他の種類は、針葉樹1種類（トウヒ属）、

広葉樹10種類（コナラ属コナラ属クヌギ節・コナラ属

コナラ亜属コナラ節・クリ・ケヤキ・ヤマグワ・バラ

属・イヌエンジュ・カエデ属・ミズキ属・トネリコ属）

である。

(7)種実同定

SD46 • 48ではモモが1洲固体とオニグルミが1個体、

SD53ではモモが1個体検出された。以下に形態的特徴

を記す。

・オニグルミ(Juglans mandshurica Maxim. 

subsp. sieboldiana (Maxim) Ktamura)クルミ科

クルミ属

核カitt出された。褐灰色、木質で、非常に堅い。大

きさは3.5c頑到変。側面の両側に縫合線が発達する。広

卵形で、基部は丸くなっているが先端部はやや尖る。

表面は荒いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。

・モモ (Prunusparsica Batsch)バラ科サクラ属

核（内果皮）力叩兌出された。褐色～黒褐色で大きさ

は2.5c而尉変。核の形は楕円形でやや偏平である。基部

は丸く大きな騰点がありへこんでおり、先端部はやや

尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。

表面は、不規則な線状のくぼみがあり、 全体としてあ

らいしわ状に見える。

5 1号墳の埋積過程

1号墳の築造年代は遺物の出土状況などから 6世紀

代と考えられており、 周溝の埋積時期はそれ以降と考

えられる。 1地点の周溝埋積物下部には時間軸の示標

となる As-B（噴出年代： 1108年）が認められ、 2地

点の埋積物中には As-Bが散在している。このこと

から、周溝の深さが深い古墳のくびれ部付近では1108

年以前の時期、 2地点付近ではそれ以降に周溝の埋積

が進行したこと力斗佳定される。本古墳の築造が6世紀

であることから、 1108年頃までの約600年間、堆積がほ

とんと進行せず、周溝は窪んだままであったと考えら

れる。さらに5~8地点の堆積状況をみても、古墳時

代堆積物の上位には中世の堆積物がのり、周溝内と同

様古代の堆積物が見られない。

本遺跡に近い行田市真名板にある高山古墳は、全長

100mにおよぶ大型の古墳であるが、本遺跡と同様沈降

しており、 当時の構築面（当時は微高地であったと考

えられている）は現地表面から約3m下で見つかって

いる（堀口， 1992)。高山古墳の築造は6世紀といわれ

本遺跡とほぼ同様である。高山古墳は9世紀頃から埋

積が始まるが、中世までは粘土層が主体の堆積物であ

り、後背湿地の比較的穏やかな状況で埋積が進んだと

推測されている（堀口， 1993b)。本遺跡の場合、高山
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古墳とは違い台地上に築造されていたことから、低地

との標高差が高山古墳の場合より高く、古代末の浅間

Bテフラ降灰前後まで、後背湿地性の粘土層による埋

積が進まなかった可能性がある。この件に関しては、

各遺跡での遺構構築面の標高などを集成して、地域的

にまとめていきたい。なお、水の影響を直接受けてい

ない状態であったにしろ、周溝のような凹部に風成層

がほとんど堆積しなかったのは不自然であるため、人

間による古墳の管理などが関係している可能性もあ

る。

周溝の底部では、各地点ともオモダカ属、ガマ属、

ヨシ属などが生育する弱酸性の湿地的な水域が推測さ

れる。

しかし、上部になると 2地点や3地点では流水の影

響を受けるようになり、 1地点では陸生珪藻が多産し

ている。洪水性の堆積物では、陸生珪藻と流水域を示

す珪藻群集が交互に現れることが、現在の氾濫堆積物

の調査によって明らかにされている（堀内ほか，1996)。

これらのことから、周溝埋積物の上位では、氾濫の影

響を受けていたことが示唆される。テフラとの層位関

係から、流水の影響を受けるようになったのは中世以

降と考えられる。このような湿地的水域から流水域へ

の変化は高山古墳の周溝埋積物でも同様に見られ、中

世を境に変化している（堀日， 1993b)。このような流

水域への変化は、利根川など大きな河川が加須低地を

流下するようになったためと考えられている（堀日，

1992)。

6 縄文時代前期の堆積環境と地形変遷

ここでは、 6地点の結果をもとにして、谷周辺の堆

積環境を検討する。

X層 （試料番号23)は、陸生珪藻の中でも耐乾性の

強いA群が優占することから、水成堆積したのではな

く、陸上の好気的環境で堆積したこと力吋佳定される。

なお、珪藻化石の産出の少なかったXI層、 XII層も

陸生珪藻が多い傾向があることから、ほぼ同様の好気

的環境で堆積したと考えられる。また、 I刈層、 VII贈は

無化石であったことから、珪藻化石から堆積環境につ

いて検討することは困難であるが、層相が黒ボク土や

ローム層であることから、陸上で風成堆積した可能性

がある。VIII層下位～IX層は縄文時代の遺物包含層であ

ることから、縄文時代前期の段階では台地であり、低

地との標高差もかなりあったと思われる。また、 VII贈

上部は古墳時代の包含層にあたり、古墳が築造された

時期に相当する。本地屯での沈降が等速度で起こって

いたと仮定すれば、縄文時代前期から比べて数メート

ル沈降していたことになるが、古墳時代頃も依然とし

て台地上は標高差を有し、風成層が堆積していたと考

えられる。このような結果から、 6地点の谷部は、縄

文時代前期以降包含層形成部と同様な変遷をたどって

いたと考えられる。すなわち、古墳時代頃まで風成層

が堆積しており、基本的に水域は存在していなかった

と推測される。 6地点が後背湿地化する時期は、次に

述べるように1号墳が後背湿地化する古代末頃以降で

あろうと考えられる。

本遺跡が低地化して後背湿地化するのは、 1号墳周

溝の分析調査結果からみれば、古代末頃である。その

後利根川などが加須低地を流下するようになると、氾

濫の影響を強く受けるようになるが、その時期は付近

の調査成果などから中世頃にあたると思われる。VII層

~V層は、珪藻化石の生態的特徴からみると、中～下

流性河川指標種群を含む流水性種や沼沢湿地付着生種

群を含む流水不定性種や止水性種が産出することか

ら、流水の流れ込みのある沼沢地のような水域環境が

推定されている。このことから、 VII層より上位は、中

世以降の氾濫の影響を強く受けるようになった時期の

堆積物であるといえよう。

7 遺跡周辺の植生変遷

今回行った花粉分析や植物珪酸体分析は、試料が断

片的で、かつ保存が悪い層準もあることから、これら

の結果だけで変遷を捉えることは難しい。中川水系の

加須低地や中川低地では、遺跡の調査やボーリング調

賓が数多く行われている。これらの成果によれば、完

新世のはじめ、台地上にはナラ類を中心とし照葉樹林

を欠く広葉樹林に覆われていたとされている。そして、
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表 3 樹種同定結果

番号 出土位置・試料名 時期 用途など 樹 種 本文図版番号

1 ウー17 Pit2 ？ 自然木 樹皮 第76図15

2 ウー17 Pitl ？ 自然木 コナラ属コナラ亜属コナラ節 第76図14

3 SD46 中世 杭？ イヌエンジュ 第76図10

4 SD46 中世 杭？ カエデ属 第76図7

5 SD46 中世 不明（加工痕あり） ミズキ属 第76図9

6 SD46 中世 杭？ イヌエンジュ 第76図12

7 SD46 中世 杭 ヤマグワ 第76図11

8 SD46 中世 漆塗椀 トネリコ属 第76図1， SD46 中世 不明 トウヒ属 第76図6

10 SD46 中世 不明（加工痕あり） 針葉樹 第76図8

11 SD47 中世 板片 クリ 第76図4

12 SD47 中世 板片 ケヤキ 第76図3

13 SD47 中世 不明（把状） カエデ属 第76図2

14 SD47 中世 不明（加工痕あり） バラ属 第76図5

15 SE19 不明

VIII層・ 1号倒木痕．古墳 自然木

低地にはハンノキをはじめとする湿地林や草地等が広

く存在していたと考えられている（楡井， 1993)。本地

域にシイ・カシ類などの照葉樹が生育するようになっ

たのは、約8,000年前とされている（塚田， 1986）。し

かし、これらは台地斜面部に生育していたにすぎず、

台地上にはナラ類をはじめとする森林が成立していた

と考えられている（楡井， 1993）。これらの成果から、

本遺跡で展開した縄文時代前期頃の本遺跡周辺の植生

景観は、低地に向かう斜面にカシ類などの照葉樹林が、

台地の中心部にナラ類を中心とした落葉広葉樹林が成

立していたと考えられる。 縄文時代遺物包含層の植物

珪酸体分析結果をみると、タケ亜科やウシクサ族など

が多い。縄文時代の遺構・遺物を包含する層は黒ボク

土であるが、黒ボク土の成因として、タケ・ササ類や

ススキなどのイネ科植物がその生成に関与していると

考えられている（松井・近藤 1992)。さらに、このよ

うな草地力啜距寺されていた背景として、火入れなどの

人為的影響も示唆される。黒ボク土は大宮台地上に広

く分布していることから、遺跡周辺も含めて台地上に

は広い範囲にわたって草地も存在していたと考えられ

る。

本遺跡周辺にカシ類などの照葉樹力渭り加するように

なるのは、約3,500年前頃くらいからである（塚田，

1986など）。この時期は、弥生の小海退と呼ばれる冷

コナラ属コナラ亜属クヌギ節 第76図13

コナラ属コナラ亜属コナラ節 第54図

涼・多雨な時期に相当し、低地周辺ではナラ類に加え、

カシ類やスギが分布を拡大したと考えられている（楡

井，1993)。カシ類やスギが分布を拡大した原因として、

降水量の増加や（辻， 1989）、これまで内湾だった地域

が陸地にかわり、カシ類やスギなどの生育に適した低

地が出現した（楡井， 1993)などの理由が考えられて

いる。このような環境は、縄文時代末から 1号墳力淋『

築された6世紀頃を経て、古代末まで続いていたもの

と考えられる。なお、谷で検出された風倒木はコナラ

亜属に同定された。放射性炭素年代測定の結果からこ

の時期に比定されるが、花粉分析等で推定されている

古植生と調和的である。なお、通常遺跡で検出される

風倒木痕は、根などの木質部が腐朽していることが多

く、その形態などから樹種を特定することは難しい（辻

本， 1985)。今回の試料は、古植生を物語る直接的な証

拠として貴重である。

中世の植生変化は、今回の結果や既存の結果を考慮

すると、マツ属の漸増、草本類の増加、栽培植物（イ

ネ・ソバなど）の連続的な出現力吋甜致である。これら

は人為的な植生干渉によって引き起こされていると考

えられている。マツ属の増加は、マツの二次林や植林

の増加、草本類は周辺開発による草地の拡大、栽培植

物の出現は周囲での栽培にそれぞれ起因していると考

えられ、このような傾向はこれまで多くの報文で指摘
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されている（辻ほか， 1986など）。

8 木材・種実からみた中世の植物利用

樹種同定を行った中世の木製品は、合計で11種類か

確認されへ様々な木材が使用されていたことがうかが

える。

漆塗椀のトネリコ属については、同様の用材が中・

近世を通じて比較的よく見られる（能城・高橋， 1996)。

椀などのろくろ細工の用材では、 トネリコ属はいわゆ

るケヤキ系木材に分類され、クリ・ケヤキ等とともに

薄手物を作るのに適しているとされる（橋本， 1979)。

漆塗椀は、下地加工や漆塗りの回数等により上品・下

品に分類される（北野， 1990)。近世における調査例で

は、上品と下品とで用材選択に違いがある可能性も指

摘されている（高橋， 1995)。中世における漆塗りの構

造と樹種との関係は、調査事例が少ないことから明ら

かではない。今後、断面観察による漆塗りの構造の確

認も行いたい。

その他の試料は、試料番号7か杭、試料番号3、4、

6カ井九？とされているが、用途の詳細が明らかでないも

のが多い。杭は、これまで各地で行われた樹種同定結

果（島地・伊東， 1988;伊東， 1991)で多くの種類が

確認されており、特定の種類が多いということはない。

これは、周辺で入手が容易な種類や木製品を加工した

際の余材等、使用できる木材は樹種に関係なく使用し

たことを示唆する。今回の結果でも、杭？を含めた4

点に3種類か確認され、同様の可能性が指摘できる。

また、その他の用途不明の木製品にも多くの種類力浙窟

認されている。これについては、杭材と同様に様々な

木材を利用したことや、用途による用材の違い等が考

えられるが、断定はできない。

なお、種実同定で得られた種類はモモとオニグルミ

である。オニグルミは、河川沿いなどに生育すること

から容易に採取でき、子葉は生食可能でかつ保存も利

くことから、当時も食料として利用されていたものと

推測される。モモは渡来種であり、各地での検出例も

多いことから、当時すでに栽培され食用にされていた

ものと推測される。

9 まとめ

本遺跡は、相対的に沈降している地域である。この

沈降は少なくとも約5万年前にさかのぼることができ

る（清水・堀口， 1981)。本地域の沈降速度は約lmm/

年程度とされているが（堀口， 1981b)、これは As-B

降灰層準から地表面までの層厚から換算した堆積速度

と近似する。

本遺跡に包含層が形成されたのは、縄文時代前期で

あるが、当時は低地から数mの比高をもった台地上で

あったと考えられる。当時の景観は、低地に向かう斜

面にはカシ類などの照葉樹林が、台地はナラ類を中心

とした落葉広葉樹林やタケ・ササ類やススキなどから

成る草地が広がっていたと考えられる。

本遺跡周辺にカシ類などの照葉樹が増加するように

なるのは、約3,500年前頃からである。この時期は降水

贔も増加し、内湾だった地域が低地にかわり、カシ類

やスギ、草本類などの植生が覆うようになったと考え

られる。このような状況は、 1号墳か構築された6世

紀頃を経て、古代末まで続いていたものと考えられる

が、この頃は台地と低地との標高差が小さくなってき

たものと推定される。

本遺跡が低地化して後背湿地化するのは、古代末頃

である。その後利根川などが加須低地を流下するよう

になると、氾濫の影響を強く受けるようになり、自然

堤防などが作られるようになる。この時期は、付近の

調査成果などから中世頃にあたると思われる。

この頃になると人の植生干渉に伴う植生変化が顕著

に現れるようになり、マツの二次林や植林の増加、周

辺開発による草地の拡大、栽培植物の増加などがみら

れるようになる。

本遺跡の古環境を考える上では、河川の流路変化と

構造運動に伴う台地の埋没、海進海退にともなう低地

の環境変化などが大きく関わっている。これらを調べ

るためには、地域的な展開が不可欠である。発掘成果

などの情報を蓄積するとともに、ボーリング調査など

の地下地質の情報も考慮に入れ、それらの関連性を検

討しながら地域的な地形発達史をまとめていきたい。
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図版 1 珪藻化石
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Fragilaガavaucheガae(Kuetz.) Petersen (6地点； 6)
Amphora ovalis var. affinis (Kuetz.) V. Heurck (6地点； 4)
Caloneis bacillum (Grun.) Cleve (6地点： 4)
Caloneis undulata (Greg.) Krammer (6地点； 8)
Cymbella naviculiformis Auerswald (6地点； 4)
Cymbella turgidula Grunow (6地点； 4)
Cymbella silesiaca Bleisch (6地点； 4)
Cymbella sinuata Gregory (6地点； 4)
Diploneis Parma Cleve (6地点； 8)
Diploneis ovalis (Hilse) Cleve (6地点； 8)
Frustulia vulgaris (Thwait.) De Toni (6地点； 8)
Gyrosigma seaゆroides(Rabh.) Cleve (6地点； 4)
Navicuka radiosa Kuetzing (6地点； 6)
Navicuka viガdula(Kuetz.z) Kuetzing (6地点； 6)
Neidium ampliatum (Ehr.) Krammer (6地点； 6)
Pinnularia borealis var. scalaris (Ehr.) Rabenhorst (6地点； 23)
Pinnulaガasubcapitata Gregory (6地点； 6)
Surirella ovata var. pinnata (W.Smith) Hustedt (6地点； 4)
Rhopalodia gibberula (Ehr.) O.Muller (6地点； 4)
Achnanthes inflata (Kuetz.) Grunow (6地点； 4)
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図版 2 花粉化石

la 

2
 

4
 

lb 5a 

6a 

6b 

50 /J,ID 

1.モミ属 (6地点； 8)

3. スギ属 (6地点； 8)

5. ニレ属ーケヤキ属 (6地点： 8)

7. キク亜科 (6地点； 8)

9. コナラ属アカガシ亜属 (6地点； 8)

2. ツガ属 (6地点； 8)

4.イネ科 (6地点： 8)

6.マツ属 (6地点； 8)

8. コナラ属コナラ亜属 (6地点； 8)

10.スイカズラ属 (6地点； 8)
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図版3 植物珪酸体・種実遺体
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50 μm 

(1-9) 

1 cm ＿ 
(10) 

11a 

1 cm 

一(11 a) 
11 b 

1 cm 

(11 b) 

1.キビ族短細胞珪酸体 (6地点； 8)
3. タケ亜科短細胞珪酸体 (6地点； 15)
5. コブナグサ属短細胞珪酸体 (6地点； 8)
7. タケ亜科短細胞珪酸体 (6地点： 15)
9. ウシクサ属機動細胞珪酸体 (6地点； 8)
10.オニグルミ (SD53)

2.ネザサ節短細胞珪酸体 (6地点； 8)
4. ヨシ属短細胞珪酸体 (6地点； 8)
6. ススキ属短細胞珪酸体 (6地点； 8)
8. ヨシ属短細胞珪酸体 (6地点； 8)

11. モモ (SD46・47)
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図版4 木材

1. トウヒ属（試料番号 9)
2.バラ属（試料番号14)

3. イヌエンジュ（試料番号3)

4. ミズキ属（試料番号5)

a :木口， b.柾目， C. 板目
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